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Ⅰ－24 第４次地震被害想定の概要 （県危機政策課）

１ 地震被害想定実施の経緯と目的

昭和 51 年（1976 年）に東海地震説が発表されてから 35 年余が経過した。この間、本県では、東海地

震対策を県政の最重要課題の一つとして位置づけ、積極的に地震対策に取り組んできた。

効果的な地震対策を実施するためには、地震によって引き起こされる地震動や津波などの自然の外力

と、それらがもたらす被害の様相を事前に予測しておくことが必要不可欠となる。

そのため、本県では、社会環境の変化や地震災害に関する科学的な知見の蓄積などに応じて、昭和 53
年（1978 年）、平成５年（1993 年）、平成 13 年（2001 年）の３回にわたり、地震被害想定を実施し、

地震対策を効果的に進めるための基礎資料として活用してきた。

こうした中、平成 23 年３月 11 日に発生した、我が国地震観測史上最大となるマグニチュード９．０

の巨大地震「東北地方太平洋沖地震」は、それまでの想定を大幅に上回る巨大な津波などにより、東日

本の太平洋岸の広範な地域に甚大な被害をもたらし、岩手・宮城・福島の東北３県の沿岸部を中心に約

２万人の尊い命を奪う大災害「東日本大震災」となった。この大震災は、津波対策のあり方はもとより、

既往最大クラスの地震を想定対象としてきた地震被害想定のあり方に対しても、新たな課題を提起する

ものとなった。

第４次地震被害想定（以下、「本想定」という。）では、これまで本県が地震被害想定の対象としてき

た東海地震のように、発生頻度が比較的高く、発生すれば大きな被害をもたらす地震・津波を「レベル

１の地震・津波」と位置付け、さらに、東日本大震災から得られた教訓として、発生頻度は極めて低い

が、発生すれば甚大な被害をもたらす、あらゆる可能性を考慮した最大クラスの地震・津波を「レベル

２の地震・津波」とし、二つのレベルの地震・津波を想定の対象とすることとした。

２ 本想定の特徴

（１）二つのレベルの地震・津波を対象とする被害想定

本想定では表１に示すとおり、駿河トラフ・南海トラフ沿いと相模トラフ沿いのそれぞれで発生

する二つのレベルの地震・津波を想定対象とした。

表１ 想定の対象とした二つのレベルの地震・津波

区 分 内 容

レベル１の

地震・津波

本県がこれまで地震被害想定の対象としてきた東海地震のように、発生頻度が比

較的高く、発生すれば大きな被害をもたらす地震・津波

レベル２の

地震・津波

内閣府（2012）により示された南海トラフ巨大地震のように、発生頻度は極め

て低いが、発生すれば甚大な被害をもたらす、あらゆる可能性を考慮した最大ク

ラスの地震・津波
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（２）原子力災害との複合災害や富士山噴火との連続災害の想定

原子力災害との複合災害や富士山噴火が地震の前後に発生する連続災害の可能性も考慮した被

害・対応シナリオ想定を行う。

（３）東日本大震災等の教訓や、社会環境の変化、最新の科学的知見の反映

東日本大震災や平成 16 年（2004 年）新潟県中越地震など第３次地震被害想定（静岡県(2001)）
以降に発生した地震・津波災害の教訓や、社会環境の変化、最新の科学的知見の反映に努める。

３ 地震被害想定の対象とする地震・津波

本想定において対象とした地震・津波の設定等に関する考え方は、表２のとおりである。

表２ 本想定の対象とした地震・津波

４ 地震被害想定の前提条件

本想定における前提条件は表３のとおりである。

表３ 被害想定における前提条件等

また、想定項目は主として次のとおりである。

・自然現象（地震動、液状化、山・崖崩れ、津波など）

・物的被害（建築物被害、火災、屋外転倒・落下物など）

・人的被害

区 分
駿河トラフ・南海トラフ沿いで

発生する地震
相模トラフ沿いで発生する地震

レベル１の

地震・津波

東海地震

東海・東南海地震

東海・東南海・南海地震

大正型関東地震

レベル２の

地震・津波
南海トラフ巨大地震 元禄型関東地震

区分 前提条件等

建 物 数 約 142 万棟（うち住宅 約 118 万棟）

人 口 約 376.5 万人（平成 22 年国勢調査）

想 定 シ ー ン 「冬・深夜」、「夏・昼」、「冬・夕方」

風 速 平均風速よりやや強い風（5m／秒）

地 震 予 知
駿河・南海トラフ沿いで発生する地震については、「予

知なし」・「予知あり」

建物被害・人的被害 市町村単位で推計

津 波 避 難 行 動
早期避難率の相違を考慮

津波避難ビルの活用を考慮
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・ライフライン被害

・交通施設被害

・生活支障（避難者、物資、医療機能、住機能、し尿・ごみ・瓦礫など）

・経済被害

・被害・対応シナリオ

５ 想定結果の概要（駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波）

駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波による被害の想定結果は次のとおりである。

（１）地震動

○県内全域で大きな地震動が発生し、埋立地の他、海岸線や勾配の緩やかな河川に沿って広がる沖

積平野の中の比較的地盤が軟弱な地域を中心に震度７～６強の強く大きな揺れとなる。この強く

大きな揺れとなる地域には市街地が形成されているケースが多い。

○山間部は比較的地盤が強固で、震度６弱～５弱となるケースが多い。

表４－１ レベル１の地震による震度区分別面積集計表（県計）

東海地震、東海・東南海地震、東海・東南海・南海地震（注）

（注）内閣府(2012)の南海トラフ巨大地震の基本ケースの強震断層モデルを用いて計算したもの。

表４－２ レベル２の地震による震度区分別面積集計表（県計）

南海トラフ巨大地震

推定震度 ７ 6 強 ６弱 5 強 5 弱 4 以下 合計

面積(ｋ㎡) 345.7 2,045.5 3,215.8 1,806.5 295.4 0.0 7,709.0
割合 (％) 4.5 26.5 41.7 23.4 3.8 0.0 100.0

推定震度 ７ 6 強 ６弱 5 強 5 弱 4 以下 合計

（基本ケース）

面積(ｋ㎡) 345.7 2,045.5 3,215.8 1,806.5 295.4 0.0 7,709.0
割合 (％) 4.5 26.5 41.7 23.4 3.8 0.0 100.0

（陸側ケース）

面積(ｋ㎡) 725.6 1,293.3 3,406.3 1,981.6 302.1 0.0 7,709.0
割合 (％) 9.4 16.8 44.2 25.7 3.9 0.0 100.0

（東側ケース）

面積(ｋ㎡) 641.1 1,952.8 3,524.6 1,504.7 85.8 0.0 7,709.0
割合 (％) 8.3 25.3 45.7 19.5 1.1 0.0 100.0
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（２）地盤の液状化

○液状化発生の可能性が高い（ランク大ないし中）地域は、基本、陸側、東側のいずれのケースも、

県土面積の５%程度であり、ケースによる相違はあまり見られない。

表５－１ レベル１の地震による液状化可能性ランク別面積集計表（県計）

東海地震、東海・東南海地震、東海・東南海・南海地震（注）

（注）内閣府(2012)の南海トラフ巨大地震の基本ケースの強震断層モデルを用いて計算したもの。

※評価対象外：微地形区分において山地、山麓地、丘陵地、火山地、火山山麓地、火山性丘陵、岩石台地、ローム台地、

砂礫質台地、礫・岩礁は液状化が発生しないとの判断から評価を行わない。また、推計震度が４以下の範囲も同様に

評価しない。

表５－２ レベル２の地震による液状化可能性ランク別面積集計表（県計）

南海トラフ巨大地震

※評価対象外：微地形区分において山地、山麓地、丘陵地、火山地、火山山麓地、火山性丘陵、岩石台地、ローム台地、

砂礫質台地、礫・岩礁は液状化が発生しないとの判断から評価を行わない。また、推計震度が４以下の範囲も同様に

評価しない。

可能性ﾗﾝｸ 大 中 小 なし
評価対象

外
合計

面積(ｋ㎡) 178.8 214.8 106.1 205.6 7,003.8 7,709.0
割合(％) 2.3 2.8 1.4 2.7 90.9 100.0

可能性ﾗﾝｸ 大 中 小 なし
評価対象

外
合計

（基本ケース）

面積(ｋ㎡) 178.8 214.8 106.1 205.6 7,003.8 7,709.0
割合(％) 2.3 2.8 1.4 2.7 90.9 100.0

（陸側ケース）

面積(ｋ㎡) 161.1 207.2 121.2 215.6 7,003.9 7,709.0
割合(％) 2.1 2.7 1.6 2.8 90.9 100.0

（東側ケース）

面積(ｋ㎡) 186.5 219.1 100.8 198.7 7,003.9 7,709.0
割合(％) 2.4 2.8 1.3 2.6 90.9 100.0
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（３）津波

ア 津波の高さ

○レベル１の地震による最大津波高は駿河湾内で３ｍ～11ｍ程度、遠州灘で５ｍ～７ｍ程度、伊豆

半島南部で７ｍ～９ｍ程度、伊豆半島東部で２ｍ～４ｍ程度である。

○レベル２の地震による最大津波高は駿河湾内で３ｍ～11ｍ程度、遠州灘で６ｍ～９ｍ程度、伊豆

半島南部で 26ｍ～33ｍ程度、伊豆半島東部で５ｍ～14ｍ程度である。

○地震に伴う海底地すべり等の局所的な現象により、今回示した津波の高さを越える津波が発生す

ることもありうる。

イ 津波の到達時間

○レベル１の地震による津波では、海岸分での水位上昇が 50cm を越えるまでの時間は、駿河湾内で

地震発生直後～数分程度、遠州灘で数分～10 数分程度、伊豆半島南部の下田付近で 10 数分程度、

伊豆半島東部の伊東・熱海で 10数分～20 数分程度である。

○レベル２の地震による津波では、海岸部での水位上昇が 50cm を越えるまでの時間は、駿河湾内で

地震発生直後～数分程度、遠州灘で数分程度、伊豆半島南部の下田付近で 10数分程度、伊豆半島

東部の伊東・熱海で 10数分～20 数分程度である。

ウ 津波浸水域

レベル 1、レベル 2の津波による浸水深別浸水面積は、表６－１．表６－２のとおりである。

表６－１ レベル１の津波による浸水深別浸水面積（県計）

表６－２ レベル２の津波による浸水深別面積（県計）

浸水深 1cm 以上

の面積(km2) 浸水深 1m 以上 浸水深 2m 以上

県 内 合 計 28.6 15.2 9.0
県域に占める割合(%) 0.4 0.2 0.1

浸水深 1cm 以上

の面積(km2) 浸水深 1m 以上 浸水深 2m 以上

（ケース①）

県 内 合 計 158.0 105.6 68.9
県域に占める割合(%) 2.0 1.4 0.9

（ケース⑥）

県 内 合 計 157.1 104.3 68.9
県域に占める割合(%) 2.0 1.3 0.9

（ケース⑧）

県 内 合 計 137.2 90.7 59.3
県域に占める割合(%) 1.8 1.2 0.8
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（４）物的被害

駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波で想定される建物被害は以下のとおり。

ア レベル１の地震・津波

表７－１ （東海地震、東海・東南海地震、東海・東南海・南海地震） 【棟】

「－」：被害わずか 注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

冬・深夜 夏・昼 冬・夕

全壊 約 171,000
半壊 約 165,000 約 163,000 約 156,000 約 169,000
全壊 約 1,800
半壊 約 6,400 約 6,300 約 6,100 約 6,500
全壊 約 17,000
半壊 約 51,000 約 51,000 約 51,000 約 51,000
全壊 約 2,400
半壊 約 4,900 約 4,900 約 4,900 約 5,000
全壊 約 2,500
半壊 約 5,800 約 5,800 約 5,800 約 5,800

火災 焼失 約 22,000 約 28,000 約 66,000 約 2,500
建物棟数

全壊及び焼失 約 217,000 約 223,000 約 260,000 約 197,000
半壊 約 233,000 約 232,000 約 224,000 約 237,000

全壊及び焼失 約 15% 約 16% 約 18% 約 14%
半壊 約 16% 約 16% 約 16% 約 17%

ブロック塀等転倒数 約 23,000 件
屋外落下物が発生する建物数 約 47,000 棟

項目 被害区分
予知なし

予知あり

地震動
約 171,000

液状化
約 1,800

人工造成地
約 17,000

建物被害総数

建物被害率

津波
約 2,400

山・崖崩れ
約 2,500

1,418,505
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イ レベル２の地震・津波（南海トラフ巨大地震）
表７－２ 南海トラフ巨大地震 地震動：基本ケース、津波：ケース① 【棟】

「－」：被害わずか 注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

表７－３ 南海トラフ巨大地震 地震動：陸側ケース、津波：ケース① 【棟】

「－」：被害わずか 注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

冬・深夜 夏・昼 冬・夕

全壊 約 171,000
半壊 約 161,000 約 160,000 約 152,000 約 165,000
全壊 約 1,800
半壊 約 5,900 約 5,800 約 5,600 約 6,000
全壊 約 17,000
半壊 約 51,000 約 51,000 約 51,000 約 51,000
全壊 約 28,000
半壊 約 31,000 約 31,000 約 29,000 約 32,000
全壊 約 2,500
半壊 約 5,800 約 5,800 約 5,800 約 5,800

火災 焼失 約 22,000 約 27,000 約 64,000 約 2,500
建物棟数

全壊及び焼失 約 242,000 約 248,000 約 285,000 約 223,000
半壊 約 255,000 約 253,000 約 244,000 約 260,000

全壊及び焼失 約 17% 約 17% 約 20% 約 16%
半壊 約 18% 約 18% 約 17% 約 18%建物被害率

津波
約 28,000

山・崖崩れ
約 2,500

1,418,505

液状化
約 1,800

人工造成地
約 17,000

建物被害総数

項目 被害区分
予知なし

予知あり

地震動
約 171,000

ブロック塀等転倒数 約 23,000 件
屋外落下物が発生する建物数 約 47,000 棟

冬・深夜 夏・昼 冬・夕

全壊 約 179,000
半壊 約 122,000 約 121,000 約 117,000 約 123,000
全壊 約 1,600
半壊 約 5,700 約 5,700 約 5,500 約 5,700
全壊 約 16,000
半壊 約 47,000 約 47,000 約 47,000 約 47,000
全壊 約 28,000
半壊 約 35,000 約 35,000 約 34,000 約 35,000
全壊 約 2,100
半壊 約 5,000 約 5,000 約 5,000 約 5,000

火災 焼失 約 11,000 約 14,000 約 35,000 約 4,500
建物棟数

全壊及び焼失 約 238,000 約 240,000 約 262,000 約 231,000
半壊 約 214,000 約 213,000 約 208,000 約 216,000

全壊及び焼失 約 17% 約 17% 約 18% 約 16%
半壊 約 15% 約 15% 約 15% 約 15%

ブロック塀等転倒数 約 20,000 件
屋外落下物が発生する建物数 約 71,000 棟

建物被害率

津波
約 28,000

山・崖崩れ
約 2,100

1,418,505

液状化
約 1,600

人工造成地
約 16,000

建物被害総数

項目 被害区分
予知なし

予知あり

地震動
約 179,000
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表７－４ 南海トラフ巨大地震 地震動：東側ケース、津波：ケース① 【棟】

「－」：被害わずか 注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

冬・深夜 夏・昼 冬・夕

全壊 約 191,000
半壊 約 178,000 約 177,000 約 168,000 約 181,000
全壊 約 1,800
半壊 約 5,900 約 5,800 約 5,600 約 6,000
全壊 約 17,000
半壊 約 50,000 約 50,000 約 50,000 約 50,000
全壊 約 26,000
半壊 約 30,000 約 29,000 約 27,000 約 31,000
全壊 約 2,700
半壊 約 6,300 約 6,300 約 6,300 約 6,300

火災 焼失 約 19,000 約 24,000 約 66,000 約 2,200
建物棟数

全壊及び焼失 約 257,000 約 262,000 約 304,000 約 240,000
半壊 約 270,000 約 268,000 約 257,000 約 274,000

全壊及び焼失 約 18% 約 18% 約 21% 約 17%
半壊 約 19% 約 19% 約 18% 約 19%

項目 被害区分
予知なし

予知あり

地震動
約 191,000

液状化
約 1,800

人工造成地
約 17,000

建物被害総数

建物被害率

津波
約 26,000

山・崖崩れ
約 2,700

1,418,505

ブロック塀等転倒数 約 25,000 件
屋外落下物が発生する建物数 約 58,000 棟
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（５）人的被害

駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波で想定される人的被害は以下のとおり。

ア レベル１の地震・津波

表８－１ 東海地震、東海・東南海地震、東海・東南海・南海地震） 【人】

「－」：被害わずか 注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

※夏・昼発災（予知なし）の場合、海水浴客の津波による死者数の増分は、約 2,200 人（早期避
難率高＋呼びかけ）～約 9,200 人（早期避難率低）

※予知あり時における発災時の津波からの避難行動は、早期避難率低と同じとした。

冬・深夜 夏・昼 冬・夕 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

死者数 約 5,500 約 2,700 約 4,300 約 1,600 約 800 約 1,200
(約 700) (約 500) (約 500) (約 100) (約 100) (約 100)

重傷者数 約 19,000 約 30,000 約 19,000 約 5,300 約 8,700 約 5,500
(約 2,600) (約 2,100) (約 1,600) (約 600) (約 400) (約 400)

軽傷者数 約 49,000 約 52,000 約 42,000 約 14,000 約 15,000 約 12,000
(約 9,700) (約 7,800) (約 7,600) (約 2,100) (約 1,700) (約 1,700)

死者数 約 7,400 約 2,500 約 3,200 約 1,000 約 700 約 800
重傷者数 約 400 約 100 約 200 約 60 約 40 約 50
軽傷者数 約 800 約 300 約 400 約 100 約 80 約 100
死者数 約 9,000 約 5,700 約 7,300 約 1,000 約 700 約 800

重傷者数 約 500 約 400 約 400 約 60 約 40 約 50
軽傷者数 約 1,000 約 700 約 900 約 100 約 80 約 100
死者数 約 200 約 90 約 200 約 30 約 10 約 20

重傷者数 約 100 約 60 約 100 約 20 約 10 約 10
軽傷者数 約 100 約 60 約 100 約 20 約 10 約 10
死者数 約 800 約 500 約 2,100 約 30 約 10 約 20

重傷者数 約 600 約 600 約 1,400 約 20 約 50 約 50
軽傷者数 約 1,200 約 1,600 約 3,700 約 100 約 100 約 100
死者数 - 約 10 約 20 - - -

重傷者数 約 10 約 100 約 200 - 約 10 約 10
軽傷者数 約 10 約 200 約 400 - 約 10 約 20
死者数 約 14,000 約 5,900 約 9,900 約 2,700 約 1,500 約 2,100

重傷者数 約 20,000 約 31,000 約 21,000 約 5,400 約 8,800 約 5,600
軽傷者数 約 51,000 約 54,000 約 47,000 約 14,000 約 15,000 約 12,000
死者数 約 16,000 約 9,000 約 14,000 約 2,700 約 1,500 約 2,100

重傷者数 約 20,000 約 31,000 約 21,000 約 5,400 約 8,800 約 5,600
軽傷者数 約 51,000 約 54,000 約 47,000 約 14,000 約 15,000 約 12,000
地震動 約 32,000 約 27,000 約 29,000 約 9,100 約 7,900 約 8,300
津波 約 1,800 約 3,600 約 2,400 約 200 約 400 約 300

項目 被害区分
予知なし 予知あり

建物倒壊

（うち屋内転倒物・

屋内落下物）

津
波

早期避難率高
＋呼びかけ

早期避難率低

山・崖崩れ

死
傷
者
数
合
計

自力脱出困難者数・
要救助者数

早期避難率高
+呼びかけ

早期避難率低

火災

ブロック塀の転倒、
屋外落下物
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イ レベル２の地震・津波（南海トラフ巨大地震）

表８－２ 南海トラフ巨大地震 地震動：基本ケース、津波：ケース① 【人】

「－」：被害わずか 注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

※夏・昼発災（予知なし）の場合、海水浴客の津波による死者数の増分は、約 13,000 人（早期避

難率高＋呼びかけ）～約 29,000 人（早期避難率低）

※予知あり時における発災時の津波からの避難行動は、早期避難率低と同じとした。

冬・深夜 夏・昼 冬・夕 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

死者数 約 5,500 約 2,700 約 4,300 約 1,600 約 800 約 1,200
(約 700) (約 500) (約 500) (約 100) (約 100) (約 100)

重傷者数 約 19,000 約 30,000 約 19,000 約 5,300 約 8,700 約 5,500
(約 2,600) (約 2,100) (約 1,600) (約 600) (約 400) (約 400)

軽傷者数 約 49,000 約 52,000 約 42,000 約 14,000 約 15,000 約 12,000
(約 9,700) (約 7,800) (約 7,600) (約 2,100) (約 1,700) (約 1,700)

死者数 約 65,000 約 31,000 約 35,000 約 11,000 約 7,200 約 8,300
重傷者数 約 2,300 約 900 約 1,100 約 500 約 300 約 300
軽傷者数 約 4,500 約 1,800 約 2,000 約 900 約 600 約 600
死者数 約 95,000 約 62,000 約 72,000 約 11,000 約 7,200 約 8,300

重傷者数 約 4,000 約 2,500 約 2,900 約 500 約 300 約 300
軽傷者数 約 7,700 約 4,800 約 5,500 約 900 約 600 約 600
死者数 約 200 約 90 約 200 約 30 約 10 約 20

重傷者数 約 100 約 60 約 100 約 20 約 10 約 10
軽傷者数 約 100 約 60 約 100 約 20 約 10 約 10
死者数 約 800 約 500 約 2,000 約 30 約 10 約 20

重傷者数 約 400 約 600 約 1,300 約 50 約 50 約 50
軽傷者数 約 1,100 約 1,500 約 3,500 約 100 約 100 約 100
死者数 - 約 10 約 20 - - -

重傷者数 約 10 約 100 約 200 - 約 10 約 10
軽傷者数 約 10 約 200 約 400 - 約 10 約 20
死者数 約 72,000 約 34,000 約 42,000 約 13,000 約 8,000 約 9,600

重傷者数 約 21,000 約 32,000 約 22,000 約 5,900 約 9,000 約 5,900
軽傷者数 約 55,000 約 55,000 約 48,000 約 15,000 約 16,000 約 13,000
死者数 約 102,000 約 65,000 約 78,000 約 13,000 約 8,000 約 9,600

重傷者数 約 23,000 約 33,000 約 24,000 約 5,900 約 9,000 約 5,900
軽傷者数 約 58,000 約 58,000 約 52,000 約 15,000 約 16,000 約 13,000
地震動 約 32,000 約 27,000 約 29,000 約 9,100 約 7,900 約 8,300
津波 約 23,000 約 33,000 約 26,000 約 2,700 約 3,800 約 3,000

項目 被害区分
予知なし 予知あり

建物倒壊

（うち屋内転倒物・

屋内落下物）

津
波

早期避難率高
＋呼びかけ

早期避難率低

山・崖崩れ

死
傷
者
数
合
計

自力脱出困難者数・
要救助者数

早期避難率高
+呼びかけ

早期避難率低

火災

ブロック塀の転倒、
屋外落下物
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表８－３ 南海トラフ巨大地震 地震動：陸側ケース、津波：ケース① 【人】

「－」：被害わずか 注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

※夏・昼発災（予知なし）の場合、海水浴客の津波による死者数の増分は、約 13,000 人（早期避

難率高＋呼びかけ）～約 29,000 人（早期避難率低）

※予知あり時における発災時の津波からの避難行動は、早期避難率低と同じとした。

冬・深夜 夏・昼 冬・夕 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

死者数 約 7,800 約 4,100 約 6,200 約 2,200 約 1,200 約 1,800
(約 700) (約 500) (約 600) (約 200) (約 100) (約 100)

重傷者数 約 19,000 約 35,000 約 21,000 約 5,600 約 10,000 約 6,100
(約 2,500) (約 2,100) (約 1,700) (約 500) (約 500) (約 400)

軽傷者数 約 42,000 約 52,000 約 38,000 約 12,000 約 15,000 約 11,000
(約 9,700) (約 7,800) (約 7,600) (約 2,100) (約 1,700) (約 1,700)

死者数 約 66,000 約 31,000 約 36,000 約 11,000 約 7,200 約 8,400
重傷者数 約 2,300 約 900 約 1,100 約 500 約 300 約 300
軽傷者数 約 4,500 約 1,800 約 2,100 約 900 約 600 約 600
死者数 約 96,000 約 62,000 約 72,000 約 11,000 約 7,200 約 8,400

重傷者数 約 4,000 約 2,500 約 2,900 約 500 約 300 約 300
軽傷者数 約 7,700 約 4,800 約 5,500 約 900 約 600 約 600
死者数 約 200 約 80 約 100 約 20 約 10 約 20

重傷者数 約 100 約 50 約 90 約 10 約 10 約 10
軽傷者数 約 100 約 50 約 90 約 10 約 10 約 10
死者数 約 1,500 約 1,000 約 3,300 約 200 約 100 約 100

重傷者数 約 300 約 400 約 900 約 100 約 100 約 100
軽傷者数 約 700 約 900 約 2,200 約 300 約 300 約 300
死者数 - 約 10 約 10 - - -

重傷者数 - 約 70 約 100 - - 約 10
軽傷者数 約 10 約 200 約 300 - 約 10 約 20
死者数 約 75,000 約 36,000 約 46,000 約 14,000 約 8,500 約 10,000

重傷者数 約 22,000 約 36,000 約 23,000 約 6,200 約 11,000 約 6,600
軽傷者数 約 47,000 約 55,000 約 43,000 約 13,000 約 16,000 約 12,000
死者数 約 105,000 約 67,000 約 82,000 約 14,000 約 8,500 約 10,000

重傷者数 約 24,000 約 38,000 約 25,000 約 6,200 約 11,000 約 6,600
軽傷者数 約 50,000 約 58,000 約 46,000 約 13,000 約 16,000 約 12,000
地震動 約 50,000 約 49,000 約 48,000 約 14,000 約 14,000 約 14,000
津波 約 23,000 約 33,000 約 26,000 約 2,700 約 3,800 約 3,000

項目 被害区分
予知なし 予知あり

建物倒壊

（うち屋内転倒物・

屋内落下物）

津
波

早期避難率高
＋呼びかけ

早期避難率低

山・崖崩れ

死
傷
者
数
合
計

自力脱出困難者数・
要救助者数

早期避難率高
+呼びかけ

早期避難率低

火災

ブロック塀の転倒、
屋外落下物
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表８－４ 南海トラフ巨大地震 地震動：東側ケース、津波：ケース① 【人】

「－」：被害わずか 注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

※夏・昼発災（予知なし）の場合、海水浴客の津波による死者数の増分は、約 13,000 人（早期避

難率高＋呼びかけ）～約 30,000 人（早期避難率低）

※予知あり時における発災時の津波からの避難行動は、早期避難率低と同じとした。

冬・深夜 夏・昼 冬・夕 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

死者数 約 6,000 約 3,000 約 4,700 約 1,700 約 900 約 1,400
(約 700) (約 500) (約 500) (約 200) (約 100) (約 100)

重傷者数 約 21,000 約 34,000 約 21,000 約 5,900 約 9,700 約 6,100
(約 2,700) (約 2,200) (約 1,700) (約 600) (約 500) (約 400)

軽傷者数 約 53,000 約 55,000 約 45,000 約 15,000 約 16,000 約 13,000
(約 10,000) (約 8,300) (約 8,100) (約 2,200) (約 1,800) (約 1,800)

死者数 約 65,000 約 31,000 約 36,000 約 11,000 約 7,200 約 8,300
重傷者数 約 2,300 約 900 約 1,100 約 500 約 300 約 300
軽傷者数 約 4,500 約 1,800 約 2,100 約 900 約 600 約 600
死者数 約 95,000 約 62,000 約 72,000 約 11,000 約 7,200 約 8,300

重傷者数 約 4,000 約 2,500 約 2,900 約 500 約 300 約 300
軽傷者数 約 7,700 約 4,800 約 5,500 約 900 約 600 約 600
死者数 約 200 約 100 約 200 約 30 約 10 約 20

重傷者数 約 200 約 60 約 100 約 20 約 10 約 10
軽傷者数 約 200 約 60 約 100 約 20 約 10 約 10
死者数 約 600 約 400 約 1,600 約 40 約 20 約 30

重傷者数 約 400 約 500 約 1,300 約 50 約 50 約 50
軽傷者数 約 900 約 1,300 約 3,400 約 100 約 100 約 100
死者数 - 約 10 約 20 - - -

重傷者数 約 10 約 100 約 200 - 約 10 約 10
軽傷者数 約 20 約 200 約 400 - 約 10 約 20
死者数 約 72,000 約 34,000 約 42,000 約 13,000 約 8,100 約 9,700

重傷者数 約 23,000 約 35,000 約 24,000 約 6,400 約 10,000 約 6,500
軽傷者数 約 58,000 約 59,000 約 51,000 約 16,000 約 17,000 約 14,000
死者数 約 102,000 約 65,000 約 78,000 約 13,000 約 8,100 約 9,700

重傷者数 約 25,000 約 37,000 約 26,000 約 6,400 約 10,000 約 6,500
軽傷者数 約 62,000 約 62,000 約 55,000 約 16,000 約 17,000 約 14,000
地震動 約 33,000 約 29,000 約 30,000 約 9,500 約 8,400 約 8,800
津波 約 23,000 約 33,000 約 26,000 約 2,700 約 3,800 約 3,000

項目 被害区分
予知なし 予知あり

建物倒壊

（うち屋内転倒物・

屋内落下物）

津
波

早期避難率高
＋呼びかけ

早期避難率低

山・崖崩れ

死
傷
者
数
合
計

自力脱出困難者数・
要救助者数

早期避難率高
+呼びかけ

早期避難率低

火災

ブロック塀の転倒、
屋外落下物
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（６）ライフライン機能支障

駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波で想定されるライフラインの機能支障は以

下のとおり。

ア 上水道

表９－１ 上水道機能支障＜断水率・断水人口＞

イ 下水道

表９－２ 下水道機能支障＜機能支障率・機能支障人口＞

ウ 電力

表９－３ 電力機能支障＜停電率・停電軒数＞

エ 通信

表９－４ 固定電話機能支障＜不通回線率・不通回線数＞

表９－５ 携帯電話機能支障＜停波基地局数、不通ランク＞

※ 不通ランク 「Ａ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が５０％を超える。

「Ｂ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が４０％を超える。

「Ｃ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が３０％を超える。

「－」：上記ランクＡ、Ｂ、Ｃのいずれにも該当しない。

区 分
給水人口

（千人）

断 水 率 （％） 断 水 人 口 （千人）

直後 １日後 1 週 間 後 １ヶ月 後 直後 １日後 1 週 間 後 １ ヶ月 後

レベル１

約３，７１６

９６ ９３ ５８ ２ 約 3,584 約 3,462 約 2,144 約 63

レベル２

（基本ケース）
９６ ９３ ５８ ７ 約 3,584 約 3.464 約 2,159 約 250

区 分
処理人口

（千人）

機能支障率 （％） 機能支障人口（千人）

直後 １日後 1 週 間 後 1 ヶ月 後 直後 １日後 1 週 間 後 1 ヶ月 後

レベル１

約２，２３６

１２ ５３ ７ ０ 約 257 約 1,176 約 153 約 9.6

レベル２

（基本ｹｰｽ）
５１ ６７ ４３ ６ 約 1,143 約 1,502 約 969 約 143

区 分
需要家数

（千軒）

停 電 率 （％） 停 電 軒 数（千軒）

直後 １日後 4 日後 1 週 間 後 直後 １日後 4 日後 1 週 間 後

レベル１

約２，２４７

８９ ７９ ６ ３ 約 1,996 約 1,786 約 129 約 77

レベル２

（基本ケース）
８９ ８０ ８ ５ 約 2,001 約 1,795 約 173 約 122

区 分
回線数

（千回線）

不通回線率（％） 不通回線数（千回線）

直後 １日後 1 週 間 後 1 ヶ月 後 直後 １日後 1 週 間 後 1 ヶ月 後

レベル１

約８３３

９０ ８１ ６ １ 約 748 約 677 約 54 約 4.7

レベル２

（基本ケース）
９０ ８２ １２ ６ 約 752 約 683 約 101 約 50

区 分
停波基地局率（％） 不通ランク

直後 １日後 ４日後 1 週 間 後 直後 １日後 ４日後 1 週 間 後

レベル１ ７ ８１ １１ ７ － Ａ － －

レベル２

（基本ケース）
１１ ８２ １６ １２ － Ａ － －
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オ ガス
表９－６ 都市ガス機能支障＜供給停止率、供給停止戸数＞

表９－７ LPガス機能支障＜機能支障率、要点検需要家数＞

表９－８ ライフライン復旧予測

（７） 交通機能支障

ア 道路施設（緊急輸送路）

①高速道路

・一部区間で液状化・津波浸水による軽微な被害が発生する。富士川河口断層帯が活動した

場合、道路構造物の被害が発生する。

・一般車両の誘導、放置車両の排除、応急復旧等車線の確保に 1～３日程度要する。

②東西幹線道路

・橋梁損傷、建物の道路閉塞、津波浸水、山・崖崩れ等の影響で不通となる区間が発生する。

③その他道路

・地震動による橋梁損傷、倒壊建物による道路閉塞、津波の影響のため不通となる区間が発

生する。

区 分
需要家数

(千戸)
供 給 停 止

戸数（千戸）

供給停止率

（％）

復旧対象戸数

(千戸)

レベル１ 約４９４ 約３８０ ７７ 約１８９

レベル２

（基本ケース）
約４９４ 約３９１ ７９ 約１８０

区 分
需要家数

（千戸）

機能支障率

（％）

要 点 検

需要家数（千戸）

レベル１

約８５５

３２ 約２７１

レベル２

（基本ケース）
３５ 約２９８

施設応急復旧日数(95％復旧)

備 考
レベル 1

レベル 2

（基本ケース）

上水道 4週間程度 ５週間程度

津波により被災した需要家は復旧対象から

除外している

下水道 ２週間程度 ５週間程度

電力 1週間程度 1週間程度

固定電話 1週間程度 1週間程度

携帯電話 1週間程度 ２週間程度

都市ガス 4週間程度 4週間程度
家屋被害の著しい需要家は復旧対象から除

外している
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イ 鉄道施設

・新幹線では大きな施設被害は発生しないが、点検・補修のため一時運行を停止することが

ある。

・在来線、私鉄線では地震動による鉄道構造物の被害、津波の浸水等により運行に支障が生

じる。

・富士川河口断層帯が活動した場合、鉄道施設の被害が発生する。

ウ 港湾・漁港施設

・港湾施設被害、船舶やコンテナの被害、航路障害等の被害が発生する。また海底地盤が隆

起する地域では、水深が不足することがある。

・発災初期は津波の危険及び復旧対応・航路啓開のため港湾が利用できないことが考えられ

る。

エ 飛行場、ヘリポート

①静岡空港

・震度６強の大きな揺れが発生するが、長期にわたり離着陸に影響を及ぼすような大きな被

害は発生しない。

②その他の主な飛行場・ヘリポート

・一部の防災拠点ヘリポートや市町防災ヘリポートでは震度６強以上の強い揺れを受ける可

能性や津波が浸水するおそれがあるほか、離着陸場内に住民等が避難していたり、アクセ

ス道路に被害が生じたりすること等により、輸送機能に支障が生じる可能性がある。

（８）生活支障

駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波で想定される生活支障は以下のとおり。

ア 避難者

表１０－１ 避難者数（発災～１ヶ月後）【人】

イ 物資不足

表１０－２ 給水、食料、毛布の不足量（市町備蓄のみで対応した場合）

※家庭内備蓄を考慮して算出

区 分

１日後 １週間後 １ヶ月後

避難者数 避難者数 避難者数
避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

レベル１ 833,766 502,134 331,632 1,221,752 613,963 607,789 836,665 250,999 585,665

レベル２

(基本ｹｰｽ)
1,047,006 645,499 401,507 1,272,015 680,321 591,694 1,011,714 303,514 708,200

区 分
住 民 分 観光・出張客分を考慮した場合

１～３日目の計 ４～７日目の計 １～３日目の計

レ
ベ
ル
１

給 水 (ﾄﾝ) ３，０５２ １６４，１７１ ３，５８１

食 料 （食） ２，３９４，０７７ ６，０９２，９２７ ３，２３７，８０１

毛 布 （枚） ５６５，２４８ ８０８，６５４

（
基
本
ケ
ー
ス
）

レ
ベ
ル
２

給 水 (ﾄﾝ) ３，１５６ １６４，４２６ ３，６８５

食 料 （食） ２，８８７，８２３ ７，４７０，１５２ ３，７７４，１０６

毛 布 （枚） ６２７，７７９ ８７８，５６２
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ウ 医療機能支障

表１０－３ 医療対応力不足数【人】

エ 住機能（応急仮設住宅）

表１０－４ 中期的住機能支障（発災後約１ヶ月～２年間）【世帯】

※ アンケート結果に基づく推計（借り上げ型応急住宅、公営住宅及び民間賃貸住宅の入居上限を考慮）

※ 上段：自宅が全壊・焼失した世帯の需要、下段：自宅が全壊・焼失、半壊した世帯の需要

表１０－５ 長期的住機能障害（発災後約２年～数年以降）【世帯】

オ し尿・ごみ・がれき

表１０－６ 仮設トイレ不足量【基（仮設トイレ基数換算）】

区 分
医療対応力不足数

入院対応 外来対応

レベル１ 約３０，０００ 約２１，０００

レベル２

（基本ケース）
約３７，０００ 約２５，０００

区 分
応急仮設住宅等の需要 ※

応急仮設住宅 借上げ型応急住宅 公営住宅の一時使用

レベル１
３７，９２４

（５９，２１２）

６０，０４２

（６０，０４４）

６，４２０

（６，４２０）

レベル２

（基本ケース）

４３，６３６

（６７，６８０）

６０，０４４

（６０，０４４）

６，４２０

（６，４２０）

区 分

災害公営住宅の需要 ※

計 全壊世帯の需要 半壊世帯の需要
うち年収 400 万円未満

レベル１ ８５，３８６ ６１，７２５ ３８，１０５ ２３，６６２

レベル２

（基本ケース）
９２，２０２ ６６，１８３ ４１，３７１ ２６，０１９

区 分
市町の仮設トイレ等の備蓄のみで対応した場合

仮設・簡易トイレを活用 仮設・簡易・マンホールトイレを活用

レベル１ ３，１２３ ２，７１０

レベル２

（基本ケース）
４，４２９ ４，２５７

-334-



資料編Ⅰ

表１０－７ 災害廃棄物、津波堆積物 【千トン】

表１０－８ 一般廃棄物（生活ごみ） 【トン／月】

（９）経済被害

駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波で想定される経済被害は表１１のとおり。

表１１ 経済被害 単位：兆円

６ 想定結果の概要（相模トラフ沿いで発生する地震・津波）

相模トラフ沿いで発生する地震・津波による被害の想定結果は次のとおりである。

（１）地震動

○富士川より東側を中心に大きな地震動が発生し、震源に近い箱根西麓を中心に震度７～６

強の強く大きな揺れとなる。

○富士川より西側の地域や伊豆半島の南端部では、震度５弱以下となるケースが多い。

表１２－１ レベル１の地震による震度区分別面積集計表（県計）

大正型関東地震

区 分 合 計 災害廃棄物 津波堆積物

レベル１ ３０，７８６～３１，６７５ ２９，９９５ ７９１～１，６８０

レベル２

（基本ケース） ３６，８８３～４１，７６７ ３２，５３６ ４，３４７～９，２３１

区 分 発災～３ヶ月後 ３ヶ月後～半年後 半年後～１年後

家庭ごみ ９５，０００ ９４，０００ ９４，０００

粗大ごみ ２０，０００ ９，５００ ７，２００

区 分 直接的被害 間接的被害

予
知
な
し

レベル１ ２０．３０ ３．９０

レ
ベ
ル
２

基本ケース ２２．６３ ５．３４

陸側ケース ２１．３５ ６．８１

東側ケース ２３．７６ ５．４６

予
知
あ
り

レベル１ １７．３９ ２．９３

レ
ベ
ル
２

基本ケース １９．８５ ３．２０

陸側ケース ２０．０１ ４．３１

東側ケース ２０．９０ ４．３０

推定震度 ７ 6 強 ６弱 5 強 5 弱 4 以下 合計

面積(ｋ㎡) 42.4 347.6 755.5 744.9 1,055.3 4,763.3 7,709.0
割合 (％) 0.5 4.5 9.8 9.7 13.7 61.8 100.0
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表１２－２ レベル２の地震による震度区分別面積集計表（県計）

元禄型関東地震

（２）地盤の液状化

○液状化発生の可能性が高い（ランク大ないし中）地域は、駿河トラフ・南海トラフ沿いで発

生する地震に比べ、地震動自体があまり大きくないことから、かなり狭く、県土面積の１%

以下である。

表１３－１ レベル 1 の地震による液状化可能性ランク別面積集計表(県計)

大正型関東地震

表１３－２ レベル２の地震による液状化可能性ランク別面積集計表(県計)

元禄型関東地震

（３）津波

ア 津波の高さ

○レベル１の地震による最大津波高さは伊豆半島東部で４ｍ～７ｍ程度、伊豆半島南部で４

ｍ～５ｍ程度、駿河湾内で２ｍ～３ｍ程度、遠州灘で１ｍ～２ｍ程度である。

○レベル２の地震による最大津波高さは伊豆半島東部で６ｍ～９ｍ程度、伊豆半島南部で９

ｍ～10ｍ程度、駿河湾内で３ｍ～５ｍ程度、遠州灘で３ｍ～６ｍ程度である。

イ 津波の到達時間

○レベル１の地震による津波では、海岸での水位上昇が 50cm を越えるまでの時間は、伊豆半

島東部の伊東・熱海で数分～10 分程度、伊豆半島南部の下田あたりで 10 分程度、駿河湾

内で地震発生直 30～40 分程度、遠州灘で 40分以上である。

○レベル２の地震による津波では、海岸での水位上昇が 50cm を越えるまでの時間は、レベル

１の地震による津波とほぼ同等であるが、やや早く到達する傾向がある。

ウ 津波浸水域

○レベル 1、レベル 2 の津波による浸水深別浸水面積は、表１４－１．表１４－２のとおり

である。

表１４－１ レベル１の津波による浸水深別浸水面積（県計）

大正型関東地震

推定震度 ７ 6 強 ６弱 5 強 5 弱 4 以下 合計

面積(ｋ㎡) 110.2 454.0 878.3 693.0 1,046.5 4,526.9 7,709.0
割合 (％) 1.4 5.9 11.4 9.0 13.6 58.7 100.0

可能性ﾗﾝｸ 大 中 小 なし 評価対象外 合計

面積(ｋ㎡) 16.3 29.2 51.6 128.7 7,483.1 7,709.0
割合(％) 0.2 0.4 0.7 1.7 97.1 100.0

可能性ﾗﾝｸ 大 中 小 なし 評価対象外 合計

面積(ｋ㎡) 20.9 36.5 64.3 145.2 7,442.1 7,709.0
割合(％) 0.3 0.5 0.8 1.9 96.5 100.0

浸水深 1cm 以上

の面積(km2) 浸水深 1m 以上 浸水深 2m 以上

県 内 合 計 7.3 2.6 1.2
県域に占める割合(%) 0.1 0.1 未満 0.1 未満
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表１４－２ レベル２の津波による浸水深別浸水面積（県計）

元禄型関東地震

（４）建物被害

相模トラフ沿いで発生する地震・津波で想定される建物被害は次のとおり。

ア レベル１の地震・津波（大正型関東地震）

表１５－１ 大正型関東地震 【棟】

「－」：被害わずか 注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

項目 被害区分 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

全壊

半壊 約 27,000 約 27,000 約 26,000
全壊

半壊 約 3,100 約 3,100 約 3,100
全壊

半壊 約 100 約 100 約 100
全壊

半壊 約 2,300 約 2,300 約 2,300
全壊

半壊 約 1,100 約 1,100 約 1,100
火災 焼失 約 200 約 300 約 1,600

建物棟数

全壊及び焼失 約 13,000 約 13,000 約 14,000
半壊 約 33,000 約 33,000 約 33,000

全壊及び焼失 約 1% 約 1% 約 1%
半壊 約 2% 約 2% 約 2%

液状化
約 800

人工造成地
約 40

建物被害総数

津波
約 900

山・崖崩れ
約 500

1,418,505

地震動
約 10,000

約 2,500 件
約 1,900 棟

建物被害率

ブロック塀等転倒数

屋外落下物が発生する建物数

浸水深 1cm 以上

の面積(km2) 浸水深 1m 以上 浸水深 2m 以上

県 内 合 計 22.3 10.0 4.7
県域に占める割合(%) 0.3 0.1 0.1
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イ レベル２の地震・津波

表１５－２ 元禄型関東地震 【棟】

「－」：被害わずか 注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

項目 被害区分 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

全壊

半壊 約 40,000 約 39,000 約 39,000
全壊

半壊 約 3,700 約 3,700 約 3,700
全壊

半壊 約 300 約 300 約 300
全壊

半壊 約 6,300 約 6,300 約 6,200
全壊

半壊 約 1,400 約 1,400 約 1,400
火災 焼失 約 400 約 600 約 3,700

建物棟数

全壊及び焼失 約 23,000 約 24,000 約 27,000
半壊 約 51,000 約 51,000 約 50,000

全壊及び焼失 約 2% 約 2% 約 2%
半壊 約 4% 約 4% 約 4%

ブロック塀等転倒数 約 3,600 件
屋外落下物が発生する建物数 約 4,000 棟

地震動
約 19,000

液状化
約 1,000

人工造成地
約 80

建物被害総数

建物被害率

津波
約 2,400

山・崖崩れ
約 600

1,418,505
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（５）人的被害

相模トラフ沿いで発生する地震・津波で想定される人的被害は次のとおりである。

ア レベル１の地震・津波

表１６－１ 大正型関東地震 【人】

「－」：被害わずか

注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

※夏・昼発災の場合、海水浴客の津波による死者数の増分は、約 1,600 人（早

期避難率高＋呼びかけ）～約 4,600 人（早期避難率低）

被害区分 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

死者数 約 100 約 50 約 90
(約 40) (約 20) (約 30)

重傷者数 約 1,100 約 1,400 約 1,000
(約 200) (約 100) (約 100)

軽傷者数 約 5,100 約 4,600 約 4,200
(約 800) (約 700) (約 600)

死者数 約 2,300 約 600 約 900
重傷者数 約 100 約 50 約 70
軽傷者数 約 200 約 100 約 100
死者数 約 2,900 約 1,700 約 2,400

重傷者数 約 200 約 100 約 200
軽傷者数 約 400 約 300 約 400
死者数 約 40 約 20 約 30

重傷者数 約 30 約 10 約 20
軽傷者数 約 30 約 10 約 20
死者数 - - 約 10

重傷者数 - 約 10 約 30
軽傷者数 約 10 約 10 約 70
死者数 - - -

重傷者数 - 約 20 約 30
軽傷者数 - 約 30 約 50
死者数 約 2,500 約 700 約 1,000

重傷者数 約 1,200 約 1,500 約 1,200
軽傷者数 約 5,400 約 4,700 約 4,500
死者数 約 3,000 約 1,800 約 2,500

重傷者数 約 1,300 約 1,600 約 1,300
軽傷者数 約 5,600 約 4,900 約 4,700
地震動 約 600 約 400 約 500
津波 約 900 約 1,800 約 1,200

死
傷
者
数
合
計

自力脱出困難者数・
要救助者数

早期避難率高
+呼びかけ

早期避難率低

火災

ブロック塀の転倒、
屋外落下物

（うち屋内転倒物・

屋内落下物）

津
波

早期避難率高
＋呼びかけ

早期避難率低

山・崖崩れ

項目

建物倒壊
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イ レベル２の地震・津波（元禄型関東巨大地震）

表１６－２ 元禄型関東地震 【人】

「－」：被害わずか

注）端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。

※夏・昼発災の場合、海水浴客の津波による死者数の増分は、約 2,400 人（早

期避難率高＋呼びかけ）～約 6,500 人（早期避難率低）

被害区分 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

死者数 約 200 約 100 約 200
(約 70) (約 40) (約 50)

重傷者数 約 1,900 約 2,300 約 1,800
(約 300) (約 200) (約 200)

軽傷者数 約 7,900 約 6,600 約 4,900
(約 1,300) (約 1,000) (約 1,000)

死者数 約 4,700 約 1,400 約 1,900
重傷者数 約 100 約 60 約 70
軽傷者数 約 300 約 100 約 100
死者数 約 5,700 約 3,500 約 4,700

重傷者数 約 300 約 200 約 300
軽傷者数 約 500 約 400 約 500
死者数 約 50 約 20 約 40

重傷者数 約 30 約 10 約 20
軽傷者数 約 30 約 10 約 20
死者数 約 10 - 約 20

重傷者数 - 約 10 約 60
軽傷者数 約 20 約 30 約 200
死者数 - - -

重傷者数 - 約 30 約 40
軽傷者数 - 約 40 約 90
死者数 約 5,000 約 1,500 約 2,100

重傷者数 約 2,100 約 2,400 約 2,000
軽傷者数 約 8,300 約 6,800 約 5,300
死者数 約 6,000 約 3,600 約 4,900

重傷者数 約 2,200 約 2,600 約 2,200
軽傷者数 約 8,500 約 7,200 約 5,700
地震動 約 1,100 約 800 約 1,000
津波 約 2,300 約 5,100 約 3,200

死
傷
者
数
合
計

自力脱出困難者数・
要救助者数

早期避難率高
+呼びかけ

早期避難率低

火災

ブロック塀の転倒、
屋外落下物

（うち屋内転倒物・

屋内落下物）

津
波

早期避難率高
＋呼びかけ

早期避難率低

山・崖崩れ

項目

建物倒壊
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（６）ライフライン被害

相模トラフ沿いで発生する地震・津波で想定されるライフライン被害は次のとおりである。

ア 上水道

表１７－１ 上水道機能支障＜断水率・断水人口＞

イ 下水道

表１７－２ 下水道機能支障＜機能支障率・機能支障人口＞

ウ 電力

表１７－３ 電力機能支障＜停電率・停電軒数＞

エ 通信

表１７－４ 固定電話機能支障＜不通回線率・不通回線数＞

表１７－５ 携帯電話機能支障＜停波基地局数、不通ランク＞

※ 不通ランク 「Ａ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が５０％を超える。

「Ｂ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が４０％を超える。

「Ｃ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が３０％を超える。

「－」：上記ランクＡ、Ｂ、Ｃのいずれにも該当しない。

区 分
給水人口

（千人）

断 水 率 （％） 断水人口（千人）

直後 １日後 1 週間後 １ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 １ヶ月後

レベル１
約３，７１６

２１ ９ ６ ０ 約 793 約 337 約 207 ー

レベル２ ２５ １３ ８ ０ 約 923 約 477 約 295 ―

区 分
処理人口

（千人）

機能支障率 （％） 機能支障人口（千人）

直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後

レベル１
約２，２３６

２ ２ １ ０ 約 53 約 43 約 26 約 3.3

レベル２ １２ １２ １０ １ 約 271 約 262 約 215 約 32

区 分
需要家数

（千軒）

停 電 率 （％） 停 電 軒 数（千軒）

直後 １日後 ４日後 1 週間後 直後 １日後 ４日後 1 週間後

レベル１
約２，２４７

３３ ５ ０ ０ 約 735 約 117 約 4.9 約 4.9

レベル２ ３３ ５ ０ ０ 約 736 約 122 約 9.3 約 9.3

区 分
回線数

（千回線）

不通回線率（％） 不通回線数（千回線）

直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後

レベル１
約８３３

３４ ６ ０ ０ 約 279 約 48 約 3.5 約 3.1

レベル２ ３４ ６ １ １ 約 280 約 53 約 7.5 約 6.6

区 分
停波基地局率（％） 不通ランク

直後 １日後 ４日後 1 週間後 直後 １日後 ４日後 1 週間後

レベル１ ０ ６ ０ ０ － － － －

レベル２ １ ６ １ １ － － － －
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オ ガス

表１７－６ 都市ガス機能支障＜供給停止率、供給停止戸数＞

表１７－７ LP ガス機能支障＜機能支障率、要点検需要家数＞

表１７－８ ライフライン復旧予測

（７）交通機能支障

ア 道路施設（緊急輸送路）

①高速道路

・一部区間で液状化や津波浸水による軽微な被害が発生する。

②東西幹線道路

・橋梁損傷、建物の道路閉塞、津波浸水、山・崖崩れ等の影響で不通となる区間が発生する。

③その他道路

・地震動による橋梁損傷、倒壊建物による道路閉塞、津波の影響のため不通となる区間が発

生する。

イ 鉄道施設

・新幹線では大きな施設被害は発生しないが、点検・補修のため一時運行を停止することが

ある。

・在来線、私鉄線では地震動による鉄道構造物の被害、津波の浸水等により運行に支障が生

じる。

ウ 港湾・漁港施設

・港湾施設被害、船舶やコンテナの被害、航路障害等の被害が発生する。また海底地盤が隆

区 分
需要家数

(千戸)
供 給 停 止

戸数（千戸）

供給停止率

（％）

復旧対象戸数

(千戸)

レベル１
約４９４

約１９ ４ 約１２

レベル２ 約６１ １２ 約２８

区 分
需要家数

(千戸)

機能支障率

（％）

要点検需要家数

(千戸)

レベル１
約８５５

４ 約３２

レベル２ ６ 約５２

施設応急復旧日数(95％復旧)

備 考
レベル 1

レベル 2

（基本ケース）

上水道 １週間程度 ２週間程度

津波により被災した需要家は復旧対象から

除外している

下水道 数日間程度 ３週間程度

電力 数日間程度 数日間程度

固定電話 数日間程度 数日間程度

携帯電話 数日間程度 数日間程度

都市ガス 数日間程度 １週間程度
家屋被害の著しい需要家は復旧対象から除

外している
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起する地域では、水深が不足することがある。

・発災初期は津波の危険及び復旧対応・航路啓開のため港湾が利用できないことが考えられ

る。

エ 飛行場・ヘリポート

①静岡空港

・震度は４程度であり、被害は発生しないが、安全確保のため空港を閉鎖する。

②その他の主な飛行場・ヘリポート

・ごく一部の防災拠点ヘリポートや市町防災ヘリポートで震度 6 強以上の強い揺れを受ける

可能性や津波が浸水するおそれがあるほか、離着陸場内に住民等が避難していたり、アク

セス道路に被害が生じたりすること等により、輸送機能に支障が生じる可能性がある。

（８）生活支障

相模トラフ沿いで発生する地震・津波で想定される生活支障は次のとおりである。

ア 避難者

表１８－１ 避難者数（発災～１ヶ月後）【人】

イ 物資不足

表１８－２ 給水、食料、毛布の不足量（市町備蓄のみで対応した場合）

※ 家庭内備蓄を考慮して算出している。

ウ 医療機能支障

表１８－３ 医療対応力不足数【人】

※ 市町単位では医療対応力不足数が算出されているが、県内の他市町に搬送して

対応できるため、県計としては不足数が算出されていない。

区分

１日後 １週間後 １ヵ月後

避難者数 避難者数 避難者数
避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

ﾚﾍﾞﾙ

１
56,964 34,848 22,116 96,146 48,387 47,760 47,457 14,237 33,220

ﾚﾍﾞﾙ

２
111,648 69,015 42,633 150,590 76,234 74,356 82,914 24,874 58,039

区 分
住 民 分 観光・出張客分を考慮した場合

１～３日目の計 １～３日目の計 ４～７日目の計

レ
ベ
ル
１

給 水 (ﾄﾝ) ２６２ １２，６１１ ３９1

食 料 （食） ６３，３２７ ３４１，１６８ ５４０，３５９

毛 布 （枚） ２４，６６３ ９９，２６１

レ
ベ
ル
２

給 水 (ﾄﾝ) ３６３ １９，３２４ ４９２

食 料 （食） １８２，７５４ ６３２，６５１ ６８６，１６４

毛 布 （枚） ３６，２９２ １２６，５９５

区 分
医療対応力不足数

入院対応 外来対応

レベル１ － －

レベル２ － －
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エ 住機能（応急仮設住宅等）

表１８－４ 中期的住機能支障（発災後約１ヶ月～２年間）＞【世帯】

※ アンケート結果に基づく推計（借り上げ型応急住宅、公営住宅及び民間賃貸住宅の入居上限を考慮）

※ 上段：自宅が全壊・焼失した世帯の需要、下段：自宅が全壊・焼失、半壊した世帯の需要

表１８－５ 長期的住機能障害（発災後約２年～数年以降）【世帯】

※ アンケート結果に基づく推計

オ し尿・ごみ・がれき

表１８－６ 仮設トイレ不足量【基（仮設トイレ基数換算）】

表１８－７ 災害廃棄物、津波堆積物 【千トン】

（９）経済被害

相模トラフ沿いで発生する地震・津波で想定される経済被害は表１９のとおりである。

表１９ 経済被害 単位：兆円

区 分
応急仮設住宅等の需要 ※

応急仮設住宅 借上げ型応急住宅 公営住宅の一時使用

レベル１
１，８０１

（２，９３８）

２，４８３

（４，４１３）

１，０５８

（１，８１２）

レベル２
３，３２８

（５，０３３）

４，５８８

（７，４８４）

１，９５６

（３，０８６）

区 分

災害公営住宅の需要 ※

計 全壊世帯の需要 半壊世帯の需要
うち年収 400 万円未満

レベル１ ６，５５０ ３，２１７ ２，１３０ ３，３３２

レベル２ １０，９４０ ５，９４６ ４，０４６ ４，９９４

区 分
市町の仮設トイレ等の備蓄のみで対応した場合

仮設・簡易トイレを活用 仮設・簡易・マンホールトイレを活用

レベル１ １７ ０

レベル２ ７６ ５２

区 分 合 計 災害廃棄物 津波堆積物

レベル１ １，６７２～１，９００ １，４６９ ２０３～ ４３１

レベル２ ３，３１６～３，９６８ ２，７３６ ５８０～１，２３２

区 分 直接的被害 間接的被害

レベル１ １．６５ ０．１４５

レベル２ ２．７０ ０．２５７
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Ⅰ-25 市町別地震被害想定結果一覧表 （県危機政策課）

表２０－１ 震度区分別面積集計表(東海・東南海・南海地震)

震度７ 震度６強 震度６弱 震度５強 震度５弱 震度４以下

345.7 2045.5 3215.8 1806.5 295.4 0.0 7709.0

下田市 0.0 0.0 3.9 100.8 0.0 0.0 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 36.2 41.7 0.0 0.0 77.8

河津町 0.0 0.0 3.7 97.1 0.0 0.0 100.8

南伊豆町 0.0 0.0 7.8 102.7 0.1 0.0 110.6

松崎町 0.0 0.7 38.9 45.6 0.0 0.0 85.2

西伊豆町 0.0 0.2 44.0 61.4 0.0 0.0 105.5

（小計） 0.0 0.9 134.5 449.2 0.1 0.0 584.7

沼津市 0.0 5.8 157.0 24.2 0.1 0.0 187.1

熱海市 0.0 0.0 37.2 24.4 0.0 0.0 61.6

三島市 0.0 0.0 52.4 9.7 0.0 0.0 62.1

富士宮市 0.0 16.0 366.2 6.8 0.0 0.0 389.0

伊東市 0.0 0.0 62.8 61.2 0.1 0.0 124.1

富士市 0.0 23.7 217.3 4.0 0.0 0.0 245.0

御殿場市 0.0 0.0 192.1 2.7 0.0 0.0 194.9

裾野市 0.0 0.0 137.8 0.4 0.0 0.0 138.2

伊豆市 0.0 0.1 288.2 75.7 0.0 0.0 364.0

伊豆の国市 0.0 0.0 63.1 31.6 0.0 0.0 94.7

函南町 0.0 0.0 42.9 22.2 0.1 0.0 65.1

清水町 0.0 0.0 6.4 2.4 0.0 0.0 8.8

長泉町 0.0 0.0 26.1 0.5 0.0 0.0 26.5

小山町 0.0 0.0 67.4 68.7 0.0 0.0 136.1

（小計） 0.0 45.6 1717.9 333.5 0.3 0.0 2097.3

静岡市葵区 21.8 208.4 534.3 188.8 120.2 0.0 1073.4

静岡市駿河区 27.3 45.5 0.0 0.0 0.0 0.0 72.9

静岡市清水区 2.0 245.4 18.2 0.0 0.0 0.0 265.5

島田市 4.1 234.5 77.3 0.0 0.0 0.0 315.9

焼津市 31.1 39.1 0.4 0.0 0.0 0.0 70.6

藤枝市 37.9 151.6 4.6 0.0 0.0 0.0 194.0

牧之原市 6.0 103.9 1.8 0.0 0.0 0.0 111.7

吉田町 0.5 19.8 0.6 0.0 0.0 0.0 20.8

川根本町 0.0 0.0 303.3 193.4 0.0 0.0 496.7

（小計） 130.5 1047.9 940.7 382.2 120.3 0.0 2621.6

浜松市中区 13.5 30.1 0.6 0.0 0.0 0.0 44.2

浜松市東区 2.8 43.1 0.4 0.0 0.0 0.0 46.3

浜松市西区 10.1 73.8 0.3 0.0 0.0 0.0 84.3

浜松市南区 17.9 27.2 1.9 0.0 0.0 0.0 47.0

浜松市北区 0.7 53.3 82.0 128.9 7.4 0.0 272.3

浜松市浜北区 0.0 35.4 29.7 1.4 0.0 0.0 66.5

浜松市天竜区 0.0 12.6 258.1 506.3 167.1 0.0 944.0

磐田市 45.4 109.0 9.8 0.0 0.0 0.0 164.1

掛川市 47.2 217.7 0.7 0.0 0.0 0.0 265.6

袋井市 67.0 41.6 0.0 0.0 0.0 0.0 108.6

湖西市 1.4 51.6 10.7 4.9 0.0 0.0 68.6

御前崎市 2.7 55.2 8.0 0.0 0.0 0.0 65.9

菊川市 4.3 88.8 1.2 0.0 0.0 0.0 94.2

森町 2.0 110.1 21.7 0.0 0.0 0.0 133.8

（小計） 215.0 949.7 424.8 641.4 174.5 0.0 2405.4

市町村名
震度区分別の面積

面積の合計

県計

賀
茂

東
部

中
部

西
部
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表２０－２ 震度区分別面積集計表(南海トラフ巨大地震 基本ケース)

震度７ 震度６強 震度６弱 震度５強 震度５弱 震度４以下

345.7 2045.5 3215.8 1806.5 295.4 0.0 7709.0

下田市 0.0 0.0 3.9 100.8 0.0 0.0 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 36.2 41.7 0.0 0.0 77.8

河津町 0.0 0.0 3.7 97.1 0.0 0.0 100.8

南伊豆町 0.0 0.0 7.8 102.7 0.1 0.0 110.6

松崎町 0.0 0.7 38.9 45.6 0.0 0.0 85.2

西伊豆町 0.0 0.2 44.0 61.4 0.0 0.0 105.5

（小計） 0.0 0.9 134.5 449.2 0.1 0.0 584.7

沼津市 0.0 5.8 157.0 24.2 0.1 0.0 187.1

熱海市 0.0 0.0 37.2 24.4 0.0 0.0 61.6

三島市 0.0 0.0 52.4 9.7 0.0 0.0 62.1

富士宮市 0.0 16.0 366.2 6.8 0.0 0.0 389.0

伊東市 0.0 0.0 62.8 61.2 0.1 0.0 124.1

富士市 0.0 23.7 217.3 4.0 0.0 0.0 245.0

御殿場市 0.0 0.0 192.1 2.7 0.0 0.0 194.9

裾野市 0.0 0.0 137.8 0.4 0.0 0.0 138.2

伊豆市 0.0 0.1 288.2 75.7 0.0 0.0 364.0

伊豆の国市 0.0 0.0 63.1 31.6 0.0 0.0 94.7

函南町 0.0 0.0 42.9 22.2 0.1 0.0 65.1

清水町 0.0 0.0 6.4 2.4 0.0 0.0 8.8

長泉町 0.0 0.0 26.1 0.5 0.0 0.0 26.5

小山町 0.0 0.0 67.4 68.7 0.0 0.0 136.1

（小計） 0.0 45.6 1717.9 333.5 0.3 0.0 2097.3

静岡市葵区 21.8 208.4 534.3 188.8 120.2 0.0 1073.4

静岡市駿河区 27.3 45.5 0.0 0.0 0.0 0.0 72.9

静岡市清水区 2.0 245.4 18.2 0.0 0.0 0.0 265.5

島田市 4.1 234.5 77.3 0.0 0.0 0.0 315.9

焼津市 31.1 39.1 0.4 0.0 0.0 0.0 70.6

藤枝市 37.9 151.6 4.6 0.0 0.0 0.0 194.0

牧之原市 6.0 103.9 1.8 0.0 0.0 0.0 111.7

吉田町 0.5 19.8 0.6 0.0 0.0 0.0 20.8

川根本町 0.0 0.0 303.3 193.4 0.0 0.0 496.7

（小計） 130.5 1047.9 940.7 382.2 120.3 0.0 2621.6

浜松市中区 13.5 30.1 0.6 0.0 0.0 0.0 44.2

浜松市東区 2.8 43.1 0.4 0.0 0.0 0.0 46.3

浜松市西区 10.1 73.8 0.3 0.0 0.0 0.0 84.3

浜松市南区 17.9 27.2 1.9 0.0 0.0 0.0 47.0

浜松市北区 0.7 53.3 82.0 128.9 7.4 0.0 272.3

浜松市浜北区 0.0 35.4 29.7 1.4 0.0 0.0 66.5

浜松市天竜区 0.0 12.6 258.1 506.3 167.1 0.0 944.0

磐田市 45.4 109.0 9.8 0.0 0.0 0.0 164.1

掛川市 47.2 217.7 0.7 0.0 0.0 0.0 265.6

袋井市 67.0 41.6 0.0 0.0 0.0 0.0 108.6

湖西市 1.4 51.6 10.7 4.9 0.0 0.0 68.6

御前崎市 2.7 55.2 8.0 0.0 0.0 0.0 65.9

菊川市 4.3 88.8 1.2 0.0 0.0 0.0 94.2

森町 2.0 110.1 21.7 0.0 0.0 0.0 133.8

（小計） 215.0 949.7 424.8 641.4 174.5 0.0 2405.4

市町村名
震度区分別の面積

面積の合計

県計

賀
茂

東
部

中
部

西
部
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資料編Ⅰ

表２０－３ 震度区分別面積集計表(南海トラフ巨大地震 陸側ケース)

震度７ 震度６強 震度６弱 震度５強 震度５弱 震度４以下

725.6 1293.3 3406.3 1981.6 302.1 0.0 7709.0

下田市 0.0 0.0 0.0 14.7 90.0 0.0 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 0.0 75.1 2.7 0.0 77.8

河津町 0.0 0.0 0.0 43.6 57.2 0.0 100.8

南伊豆町 0.0 0.0 0.0 31.7 78.9 0.0 110.6

松崎町 0.0 0.0 3.0 43.8 38.5 0.0 85.2

西伊豆町 0.0 0.0 1.9 98.2 5.5 0.0 105.5

（小計） 0.0 0.0 4.9 307.1 272.6 0.0 584.7

沼津市 0.0 0.0 85.1 97.4 4.6 0.0 187.1

熱海市 0.0 0.0 0.0 59.1 2.5 0.0 61.6

三島市 0.0 0.0 0.1 58.9 3.2 0.0 62.1

富士宮市 0.0 0.0 191.2 197.8 0.0 0.0 389.0

伊東市 0.0 0.0 0.0 123.4 0.8 0.0 124.1

富士市 0.0 0.0 129.5 115.6 0.0 0.0 245.0

御殿場市 0.0 0.0 82.0 112.8 0.1 0.0 194.9

裾野市 0.0 0.0 11.4 126.8 0.0 0.0 138.2

伊豆市 0.0 0.0 26.3 336.7 1.0 0.0 364.0

伊豆の国市 0.0 0.0 1.5 90.5 2.7 0.0 94.7

函南町 0.0 0.0 0.0 61.4 3.8 0.0 65.1

清水町 0.0 0.0 0.1 8.0 0.8 0.0 8.8

長泉町 0.0 0.0 4.6 21.9 0.0 0.0 26.5

小山町 0.0 0.0 40.1 85.8 10.2 0.0 136.1

（小計） 0.0 0.0 571.5 1496.5 29.4 0.0 2097.3

静岡市葵区 0.0 17.6 898.3 157.5 0.0 0.0 1073.4

静岡市駿河区 0.0 8.5 64.3 0.0 0.0 0.0 72.9

静岡市清水区 0.0 2.6 244.4 18.5 0.0 0.0 265.5

島田市 0.1 125.5 190.3 0.0 0.0 0.0 315.9

焼津市 0.0 22.2 47.9 0.5 0.0 0.0 70.6

藤枝市 0.0 18.2 175.2 0.7 0.0 0.0 194.0

牧之原市 0.5 66.2 45.0 0.0 0.0 0.0 111.7

吉田町 0.0 2.1 18.7 0.0 0.0 0.0 20.8

川根本町 0.0 4.6 491.0 1.1 0.0 0.0 496.7

（小計） 0.6 267.3 2175.2 178.5 0.0 0.0 2621.6

浜松市中区 44.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 44.2

浜松市東区 43.0 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 46.3

浜松市西区 84.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 84.3

浜松市南区 30.0 14.9 2.1 0.0 0.0 0.0 47.0

浜松市北区 110.4 115.1 46.8 0.0 0.0 0.0 272.3

浜松市浜北区 44.7 21.2 0.6 0.0 0.0 0.0 66.5

浜松市天竜区 21.3 350.3 570.4 2.0 0.0 0.0 944.0

磐田市 139.0 25.1 0.0 0.0 0.0 0.0 164.1

掛川市 40.0 225.6 0.0 0.0 0.0 0.0 265.6

袋井市 72.9 35.7 0.0 0.0 0.0 0.0 108.6

湖西市 56.7 8.3 3.6 0.0 0.0 0.0 68.6

御前崎市 0.1 37.7 28.1 0.0 0.0 0.0 65.9

菊川市 7.3 84.4 2.6 0.0 0.0 0.0 94.2

森町 30.8 103.1 0.0 0.0 0.0 0.0 133.8

（小計） 724.4 1024.9 654.1 2.0 0.0 0.0 2405.4

市町村名
震度区分別の面積

面積の合計

県計

賀
茂

東
部

中
部

西
部
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資料編Ⅰ

表２０－４ 震度区分別面積集計表(南海トラフ巨大地震 東側ケース)

震度７ 震度６強 震度６弱 震度５強 震度５弱 震度４以下

641.1 1952.8 3524.6 1504.7 85.8 0.0 7709.0

下田市 0.0 0.0 45.5 59.2 0.0 0.0 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 73.4 4.4 0.0 0.0 77.8

河津町 0.0 0.0 56.5 44.3 0.0 0.0 100.8

南伊豆町 0.0 0.2 32.2 78.2 0.0 0.0 110.6

松崎町 0.0 5.4 66.8 13.0 0.0 0.0 85.2

西伊豆町 0.0 8.6 96.9 0.0 0.0 0.0 105.5

（小計） 0.0 14.2 371.4 199.1 0.0 0.0 584.7

沼津市 0.0 71.6 111.4 4.0 0.1 0.0 187.1

熱海市 0.0 0.0 52.4 9.2 0.0 0.0 61.6

三島市 0.0 0.0 55.2 6.9 0.0 0.0 62.1

富士宮市 0.0 95.5 293.5 0.0 0.0 0.0 389.0

伊東市 0.0 0.0 105.9 18.2 0.0 0.0 124.1

富士市 0.0 99.9 145.2 0.0 0.0 0.0 245.0

御殿場市 0.0 3.4 190.4 1.0 0.0 0.0 194.9

裾野市 0.0 0.0 138.0 0.1 0.0 0.0 138.2

伊豆市 0.0 82.5 278.8 2.7 0.0 0.0 364.0

伊豆の国市 0.0 0.1 88.3 6.3 0.0 0.0 94.7

函南町 0.0 0.0 56.1 8.9 0.1 0.0 65.1

清水町 0.0 0.0 7.4 1.5 0.0 0.0 8.8

長泉町 0.0 0.2 26.0 0.3 0.0 0.0 26.5

小山町 0.0 0.0 105.9 30.2 0.0 0.0 136.1

（小計） 0.0 353.7 1654.8 88.7 0.1 0.0 2097.3

静岡市葵区 0.4 89.5 615.1 359.9 8.5 0.0 1073.4

静岡市駿河区 1.7 70.7 0.5 0.0 0.0 0.0 72.9

静岡市清水区 17.0 233.0 15.5 0.0 0.0 0.0 265.5

島田市 4.7 195.1 109.7 6.4 0.0 0.0 315.9

焼津市 1.1 68.3 1.2 0.0 0.0 0.0 70.6

藤枝市 1.2 79.0 113.8 0.1 0.0 0.0 194.0

牧之原市 54.2 57.4 0.0 0.0 0.0 0.0 111.7

吉田町 1.5 18.6 0.7 0.0 0.0 0.0 20.8

川根本町 0.0 3.0 231.4 262.3 0.0 0.0 496.7

（小計） 81.7 814.2 1088.3 628.9 8.5 0.0 2621.6

浜松市中区 7.8 36.4 0.0 0.0 0.0 0.0 44.2

浜松市東区 4.2 42.1 0.0 0.0 0.0 0.0 46.3

浜松市西区 45.8 38.5 0.0 0.0 0.0 0.0 84.3

浜松市南区 10.1 35.2 1.8 0.0 0.0 0.0 47.0

浜松市北区 14.7 104.5 96.6 56.3 0.2 0.0 272.3

浜松市浜北区 0.2 45.6 20.4 0.3 0.0 0.0 66.5

浜松市天竜区 0.0 47.2 289.2 530.7 76.9 0.0 944.0

磐田市 50.9 113.1 0.1 0.0 0.0 0.0 164.1

掛川市 132.5 133.2 0.0 0.0 0.0 0.0 265.6

袋井市 93.5 15.0 0.0 0.0 0.0 0.0 108.6

湖西市 55.1 10.0 3.5 0.0 0.0 0.0 68.6

御前崎市 61.5 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 65.9

菊川市 68.5 25.8 0.0 0.0 0.0 0.0 94.2

森町 14.1 119.2 0.5 0.0 0.0 0.0 133.8

（小計） 558.8 770.2 412.0 587.3 77.1 0.0 2405.4

市町村名
震度区分別の面積

面積の合計

県計

賀
茂

東
部

中
部

西
部
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表２１－１ 震度区分別面積集計表（大正型関東地震）

震度７ 震度６強 震度６弱 震度５強 震度５弱 震度４以下

42.4 347.6 755.5 744.9 1055.3 4763.3 7709.0

下田市 0.0 0.0 0.0 2.0 97.1 5.6 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 15.9 61.9 0.0 0.0 77.8

河津町 0.0 0.0 0.0 34.4 66.4 0.0 100.8

南伊豆町 0.0 0.0 0.0 0.0 25.1 85.4 110.6

松崎町 0.0 0.0 0.0 2.0 74.2 9.0 85.2

西伊豆町 0.0 0.0 0.0 11.8 93.8 0.0 105.5

（小計） 0.0 0.0 15.9 112.1 356.7 100.0 584.7

沼津市 0.0 0.1 104.2 79.7 3.2 0.0 187.1

熱海市 0.0 51.9 9.7 0.0 0.0 0.0 61.6

三島市 0.0 28.1 27.7 5.6 0.7 0.0 62.1

富士宮市 0.0 0.0 0.2 138.7 239.8 10.2 389.0

伊東市 0.0 3.1 112.9 8.0 0.1 0.0 124.1

富士市 0.0 0.0 28.0 158.7 58.4 0.0 245.0

御殿場市 15.9 89.9 74.8 14.3 0.0 0.0 194.9

裾野市 0.0 49.9 79.9 8.3 0.0 0.0 138.2

伊豆市 0.0 8.7 139.2 193.1 23.0 0.0 364.0

伊豆の国市 0.0 19.1 61.1 14.5 0.0 0.0 94.7

函南町 0.0 35.1 25.1 4.8 0.1 0.0 65.1

清水町 0.0 0.0 6.4 2.0 0.4 0.0 8.8

長泉町 0.0 0.0 25.9 0.6 0.0 0.0 26.5

小山町 27.2 63.3 45.2 0.5 0.0 0.0 136.1

（小計） 42.4 348.2 740.9 629.8 325.7 10.2 2097.3

静岡市葵区 0.0 0.0 0.0 0.1 46.5 1026.8 1073.4

静岡市駿河区 0.0 0.0 0.0 1.0 59.9 12.0 72.9

静岡市清水区 0.0 0.0 0.0 1.6 224.1 39.8 265.5

島田市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 315.5 315.9

焼津市 0.0 0.0 0.0 1.3 23.1 46.3 70.6

藤枝市 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 187.7 194.0

牧之原市 0.0 0.0 0.0 0.0 4.6 107.1 111.7

吉田町 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 19.7 20.8

川根本町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 496.7 496.7

（小計） 0.0 0.0 0.0 4.0 365.8 2251.9 2621.6

浜松市中区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 44.2 44.2

浜松市東区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 46.3 46.3

浜松市西区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 84.1 84.3

浜松市南区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 47.0 47.0

浜松市北区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 272.3 272.3

浜松市浜北区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.5 66.5

浜松市天竜区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 944.0 944.0

磐田市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 164.1 164.1

掛川市 0.0 0.0 0.0 0.0 6.1 259.5 265.6

袋井市 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 107.4 108.6

湖西市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 68.6 68.6

御前崎市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 65.9 65.9

菊川市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 94.2 94.2

森町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 133.8 133.8

（小計） 0.0 0.0 0.0 0.0 7.5 2397.9 2405.4

市町村名
震度区分別の面積

中
部

西
部

面積の合計

県計

賀
茂

東
部
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表２１－２ 震度区分別面積集計表（元禄型関東地震）

震度７ 震度６強 震度６弱 震度５強 震度５弱 震度４以下

110.2 454.0 878.3 693.0 1046.5 4526.9 7709.0

下田市 0.0 0.0 0.0 3.9 100.7 0.1 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 43.9 33.9 0.1 0.0 77.8

河津町 0.0 0.0 4.2 57.6 39.1 0.0 100.8

南伊豆町 0.0 0.0 0.0 0.8 48.9 60.9 110.6

松崎町 0.0 0.0 0.0 8.9 75.8 0.5 85.2

西伊豆町 0.0 0.0 0.1 47.3 58.2 0.0 105.5

（小計） 0.0 0.0 48.2 152.4 322.7 61.5 584.7

沼津市 0.0 4.6 156.8 25.6 0.1 0.0 187.1

熱海市 0.0 59.1 2.5 0.0 0.0 0.0 61.6

三島市 0.0 43.1 14.0 5.0 0.1 0.0 62.1

富士宮市 0.0 0.0 2.3 220.7 165.9 0.0 389.0

伊東市 0.0 49.1 74.4 0.5 0.0 0.0 124.1

富士市 0.0 0.0 71.9 142.4 30.7 0.0 245.0

御殿場市 52.0 69.5 72.1 1.2 0.0 0.0 194.9

裾野市 12.2 77.8 48.2 0.0 0.0 0.0 138.2

伊豆市 0.0 15.8 245.7 100.4 2.0 0.0 364.0

伊豆の国市 0.0 29.3 64.2 1.2 0.0 0.0 94.7

函南町 0.0 44.1 18.3 2.7 0.1 0.0 65.1

清水町 0.0 0.3 7.3 1.3 0.0 0.0 8.8

長泉町 0.0 6.0 20.5 0.0 0.0 0.0 26.5

小山町 47.2 56.6 32.3 0.1 0.0 0.0 136.1

（小計） 110.3 454.8 831.5 501.7 198.8 0.0 2097.3

静岡市葵区 0.0 0.0 0.0 11.7 104.2 957.5 1073.4

静岡市駿河区 0.0 0.0 0.0 4.4 68.5 0.1 72.9

静岡市清水区 0.0 0.0 0.0 21.9 229.3 14.3 265.5

島田市 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 312.9 315.9

焼津市 0.0 0.0 0.0 1.6 38.3 30.7 70.6

藤枝市 0.0 0.0 0.0 0.1 30.5 163.4 194.0

牧之原市 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 99.8 111.7

吉田町 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 19.3 20.8

川根本町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 496.7 496.7

（小計） 0.0 0.0 0.0 39.7 487.0 2094.9 2621.6

浜松市中区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 44.2 44.2

浜松市東区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 46.3 46.3

浜松市西区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 84.2 84.3

浜松市南区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 47.0 47.0

浜松市北区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 272.3 272.3

浜松市浜北区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.5 66.5

浜松市天竜区 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 944.0 944.0

磐田市 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 162.6 164.1

掛川市 0.0 0.0 0.0 0.0 12.1 253.5 265.6

袋井市 0.0 0.0 0.0 0.0 13.8 94.8 108.6

湖西市 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 68.6 68.6

御前崎市 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 62.8 65.9

菊川市 0.0 0.0 0.0 0.0 7.4 86.9 94.2

森町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 133.7 133.8

（小計） 0.0 0.0 0.0 0.0 38.0 2367.3 2405.4

市町村名
震度区分別の面積

中
部

西
部

面積の合計

県計

賀
茂

東
部
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表２２－１ 液状化可能性区分別面積集計表(東海・東南海・南海地震)

(注)内閣府(2012)の南海トラフ巨大地震の基本ケースの強震断層モデルを用いて計算したもの。

大 中 小 なし 対象外

178.8 214.8 106.1 205.6 7003.8 7709.0

下田市 1.2 1.3 2.3 1.2 98.8 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 0.0 0.0 77.7 77.8

河津町 0.8 0.2 0.7 0.6 98.5 100.8

南伊豆町 0.7 1.7 1.2 2.4 104.5 110.6

松崎町 1.1 1.2 0.8 0.9 81.3 85.2

西伊豆町 0.8 0.9 1.4 0.9 101.4 105.5

（小計） 4.6 5.4 6.4 6.0 562.3 584.7

沼津市 3.7 6.4 6.6 8.4 161.9 187.1

熱海市 0.0 0.2 0.5 0.2 60.7 61.6

三島市 2.3 3.9 1.7 0.4 53.8 62.1

富士宮市 0.3 2.0 0.5 1.5 384.6 389.0

伊東市 0.8 0.6 1.2 1.6 119.9 124.1

富士市 5.8 7.5 5.6 12.3 213.7 245.0

御殿場市 0.1 0.0 0.0 0.0 194.8 194.9

裾野市 0.0 0.1 0.1 0.0 138.0 138.2

伊豆市 0.5 0.3 1.6 3.3 358.2 364.0

伊豆の国市 4.3 5.3 2.9 3.7 78.5 94.7

函南町 1.6 1.9 2.2 1.9 57.6 65.1

清水町 0.9 1.2 0.8 0.5 5.5 8.8

長泉町 0.1 0.0 0.0 0.1 26.2 26.5

小山町 0.3 0.3 0.4 1.4 133.7 136.1

（小計） 20.9 29.9 24.2 35.5 1986.9 2097.3

静岡市葵区 6.4 9.4 3.0 10.3 1044.3 1073.4

静岡市駿河区 6.3 7.2 2.0 4.9 52.5 72.9

静岡市清水区 14.9 12.0 3.5 8.5 226.6 265.5

島田市 1.0 4.0 1.7 7.4 301.8 315.9

焼津市 5.4 10.4 4.7 12.5 37.7 70.6

藤枝市 3.9 7.0 3.4 8.1 171.6 194.0

牧之原市 3.9 3.4 1.9 6.7 95.8 111.7

吉田町 2.1 3.9 2.0 3.7 9.2 20.8

川根本町 0.1 1.3 1.5 0.6 493.3 496.7

（小計） 44.0 58.4 23.8 62.5 2432.9 2621.6

浜松市中区 4.4 3.8 2.3 3.7 29.9 44.2

浜松市東区 3.4 11.9 6.9 9.7 14.4 46.3

浜松市西区 16.2 9.7 3.0 4.8 50.7 84.3

浜松市南区 18.6 15.2 4.1 5.8 3.3 47.0

浜松市北区 3.4 3.1 1.9 3.6 260.3 272.3

浜松市浜北区 2.2 3.1 1.9 11.5 47.8 66.5

浜松市天竜区 1.4 2.1 1.6 2.2 936.7 944.0

磐田市 18.5 22.8 10.9 26.3 85.6 164.1

掛川市 10.2 14.3 5.4 9.8 225.9 265.6

袋井市 11.2 18.3 5.4 8.2 65.5 108.6

湖西市 11.6 3.2 1.0 2.7 50.2 68.6

御前崎市 1.4 4.7 4.9 9.5 45.5 65.9

菊川市 4.7 6.2 1.1 1.6 80.6 94.2

森町 1.8 2.6 1.3 2.2 126.0 133.8

（小計） 109.1 121.0 51.7 101.5 2022.0 2405.4

市町村名
液状化可能性別の面積

面積の合計

県計

賀
茂

東
部

中
部

西
部

-351-



表２２－２ 液状化可能性区分別面積集計表(南海トラフ巨大地震 基本ケース)

大 中 小 なし 対象外

178.8 214.8 106.1 205.6 7003.8 7709.0

下田市 1.2 1.3 2.3 1.2 98.8 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 0.0 0.0 77.7 77.8

河津町 0.8 0.2 0.7 0.6 98.5 100.8

南伊豆町 0.7 1.7 1.2 2.4 104.5 110.6

松崎町 1.1 1.2 0.8 0.9 81.3 85.2

西伊豆町 0.8 0.9 1.4 0.9 101.4 105.5

（小計） 4.6 5.4 6.4 6.0 562.3 584.7

沼津市 3.7 6.4 6.6 8.4 161.9 187.1

熱海市 0.0 0.2 0.5 0.2 60.7 61.6

三島市 2.3 3.9 1.7 0.4 53.8 62.1

富士宮市 0.3 2.0 0.5 1.5 384.6 389.0

伊東市 0.8 0.6 1.2 1.6 119.9 124.1

富士市 5.8 7.5 5.6 12.3 213.7 245.0

御殿場市 0.1 0.0 0.0 0.0 194.8 194.9

裾野市 0.0 0.1 0.1 0.0 138.0 138.2

伊豆市 0.5 0.3 1.6 3.3 358.2 364.0

伊豆の国市 4.3 5.3 2.9 3.7 78.5 94.7

函南町 1.6 1.9 2.2 1.9 57.6 65.1

清水町 0.9 1.2 0.8 0.5 5.5 8.8

長泉町 0.1 0.0 0.0 0.1 26.2 26.5

小山町 0.3 0.3 0.4 1.4 133.7 136.1

（小計） 20.9 29.9 24.2 35.5 1986.9 2097.3

静岡市葵区 6.4 9.4 3.0 10.3 1044.3 1073.4

静岡市駿河区 6.3 7.2 2.0 4.9 52.5 72.9

静岡市清水区 14.9 12.0 3.5 8.5 226.6 265.5

島田市 1.0 4.0 1.7 7.4 301.8 315.9

焼津市 5.4 10.4 4.7 12.5 37.7 70.6

藤枝市 3.9 7.0 3.4 8.1 171.6 194.0

牧之原市 3.9 3.4 1.9 6.7 95.8 111.7

吉田町 2.1 3.9 2.0 3.7 9.2 20.8

川根本町 0.1 1.3 1.5 0.6 493.3 496.7

（小計） 44.0 58.4 23.8 62.5 2432.9 2621.6

浜松市中区 4.4 3.8 2.3 3.7 29.9 44.2

浜松市東区 3.4 11.9 6.9 9.7 14.4 46.3

浜松市西区 16.2 9.7 3.0 4.8 50.7 84.3

浜松市南区 18.6 15.2 4.1 5.8 3.3 47.0

浜松市北区 3.4 3.1 1.9 3.6 260.3 272.3

浜松市浜北区 2.2 3.1 1.9 11.5 47.8 66.5

浜松市天竜区 1.4 2.1 1.6 2.2 936.7 944.0

磐田市 18.5 22.8 10.9 26.3 85.6 164.1

掛川市 10.2 14.3 5.4 9.8 225.9 265.6

袋井市 11.2 18.3 5.4 8.2 65.5 108.6

湖西市 11.6 3.2 1.0 2.7 50.2 68.6

御前崎市 1.4 4.7 4.9 9.5 45.5 65.9

菊川市 4.7 6.2 1.1 1.6 80.6 94.2

森町 1.8 2.6 1.3 2.2 126.0 133.8

（小計） 109.1 121.0 51.7 101.5 2022.0 2405.4

市町村名
液状化可能性別の面積

面積の合計

県計

賀
茂

東
部

中
部

西
部
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表２２－３ 液状化可能性区分別面積集計表(南海トラフ巨大地震 陸側ケース)

大 中 小 なし 対象外

161.1 207.2 121.2 215.6 7003.9 7709.0

下田市 0.6 0.8 2.5 1.9 98.8 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 0.0 0.0 77.7 77.8

河津町 0.3 0.5 0.6 0.9 98.5 100.8

南伊豆町 0.2 1.1 1.7 3.2 104.5 110.6

松崎町 0.9 0.5 1.5 1.0 81.3 85.2

西伊豆町 0.6 0.3 1.9 1.2 101.4 105.5

（小計） 2.6 3.2 8.3 8.3 562.3 584.7

沼津市 1.0 4.5 8.2 11.5 161.9 187.1

熱海市 0.0 0.0 0.5 0.4 60.7 61.6

三島市 0.5 2.4 4.1 1.3 53.8 62.1

富士宮市 0.3 1.2 1.1 1.8 384.6 389.0

伊東市 0.6 0.4 1.6 1.7 119.9 124.1

富士市 3.4 6.8 6.8 14.2 213.7 245.0

御殿場市 0.1 0.0 0.0 0.0 194.8 194.9

裾野市 0.0 0.1 0.1 0.0 138.0 138.2

伊豆市 0.5 0.2 0.9 4.2 358.2 364.0

伊豆の国市 2.4 5.4 4.1 4.3 78.5 94.7

函南町 0.5 1.9 2.9 2.3 57.6 65.1

清水町 0.4 0.9 1.3 0.7 5.5 8.8

長泉町 0.0 0.1 0.0 0.2 26.2 26.5

小山町 0.2 0.5 0.3 1.5 133.7 136.1

（小計） 10.0 24.4 32.0 44.0 1986.9 2097.3

静岡市葵区 5.0 9.3 4.3 10.5 1044.3 1073.4

静岡市駿河区 4.5 7.5 3.0 5.4 52.5 72.9

静岡市清水区 9.4 12.4 7.1 10.1 226.6 265.5

島田市 0.7 3.4 2.7 7.4 301.8 315.9

焼津市 4.0 8.4 7.8 12.8 37.7 70.6

藤枝市 2.1 7.0 4.3 9.0 171.6 194.0

牧之原市 3.1 3.8 2.1 7.0 95.8 111.7

吉田町 1.6 2.9 3.2 4.0 9.2 20.8

川根本町 0.1 1.4 1.5 0.5 493.3 496.7

（小計） 30.4 55.9 35.9 66.6 2432.9 2621.6

浜松市中区 4.7 3.9 2.4 3.3 29.9 44.2

浜松市東区 4.2 12.4 6.1 9.1 14.4 46.3

浜松市西区 18.6 8.9 2.1 3.8 50.8 84.3

浜松市南区 20.1 14.1 3.6 5.8 3.3 47.0

浜松市北区 4.4 3.9 0.9 2.8 260.3 272.3

浜松市浜北区 2.9 3.3 1.0 11.5 47.8 66.5

浜松市天竜区 3.3 1.7 0.7 1.5 936.7 944.0

磐田市 19.2 25.2 9.6 24.5 85.6 164.1

掛川市 9.7 14.5 5.6 9.8 225.9 265.6

袋井市 10.3 19.2 5.3 8.3 65.5 108.6

湖西市 12.9 2.6 0.6 2.3 50.2 68.6

御前崎市 0.9 4.3 4.8 10.4 45.5 65.9

菊川市 4.7 6.2 1.1 1.6 80.6 94.2

森町 1.8 2.9 1.3 1.8 126.0 133.8

（小計） 118.0 123.4 45.0 96.7 2022.1 2405.4

市町村名
液状化可能性別の面積

面積の合計

県計

賀
茂

東
部

中
部

西
部

-353-



表２２－４ 液状化可能性区分別面積集計表(南海トラフ巨大地震 東側ケース)

大 中 小 なし 対象外

186.5 219.1 100.8 198.7 7003.9 7709.0

下田市 1.5 1.5 2.0 0.9 98.8 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 0.0 0.0 77.7 77.8

河津町 0.8 0.2 0.7 0.6 98.5 100.8

南伊豆町 1.3 1.7 0.9 2.2 104.5 110.6

松崎町 1.1 1.4 0.6 0.9 81.3 85.2

西伊豆町 0.9 1.2 1.3 0.7 101.4 105.5

（小計） 5.7 6.0 5.5 5.3 562.3 584.7

沼津市 4.6 7.3 5.8 7.5 161.9 187.1

熱海市 0.0 0.2 0.5 0.2 60.7 61.6

三島市 2.6 4.0 1.4 0.4 53.8 62.1

富士宮市 0.3 2.1 0.4 1.5 384.6 389.0

伊東市 0.9 0.7 1.2 1.5 119.9 124.1

富士市 6.4 7.9 4.9 12.1 213.7 245.0

御殿場市 0.1 0.0 0.0 0.0 194.8 194.9

裾野市 0.0 0.1 0.1 0.0 138.0 138.2

伊豆市 0.5 0.6 1.5 3.2 358.2 364.0

伊豆の国市 4.8 5.5 2.3 3.7 78.5 94.7

函南町 1.8 2.0 1.8 1.9 57.6 65.1

清水町 1.0 1.2 0.8 0.4 5.5 8.8

長泉町 0.1 0.0 0.0 0.1 26.2 26.5

小山町 0.5 0.2 0.7 1.1 133.7 136.1

（小計） 23.7 31.7 21.3 33.8 1986.9 2097.3

静岡市葵区 5.6 9.2 3.8 10.5 1044.3 1073.4

静岡市駿河区 5.8 7.4 2.3 4.9 52.5 72.9

静岡市清水区 16.3 11.5 3.0 8.1 226.6 265.5

島田市 1.0 3.8 1.9 7.4 301.8 315.9

焼津市 4.6 10.0 5.8 12.5 37.7 70.6

藤枝市 2.7 7.1 3.6 9.0 171.6 194.0

牧之原市 4.3 3.8 1.9 5.9 95.8 111.7

吉田町 2.1 3.9 2.0 3.6 9.2 20.8

川根本町 0.1 1.4 1.5 0.5 493.3 496.7

（小計） 42.5 58.1 25.8 62.3 2432.9 2621.6

浜松市中区 4.3 3.7 2.5 3.8 29.9 44.2

浜松市東区 3.6 11.7 7.4 9.3 14.4 46.3

浜松市西区 17.4 9.4 2.6 4.1 50.8 84.3

浜松市南区 17.4 15.8 4.4 6.1 3.3 47.0

浜松市北区 3.7 3.9 1.3 3.1 260.3 272.3

浜松市浜北区 2.3 3.2 1.7 11.5 47.8 66.5

浜松市天竜区 2.4 1.7 1.4 1.8 936.7 944.0

磐田市 18.3 23.6 10.5 26.1 85.6 164.1

掛川市 11.2 14.5 4.9 9.3 225.9 265.6

袋井市 11.7 18.1 4.9 8.2 65.5 108.6

湖西市 12.7 2.7 0.6 2.4 50.2 68.6

御前崎市 1.9 6.3 3.8 8.4 45.5 65.9

菊川市 5.4 5.8 0.8 1.6 80.6 94.2

森町 1.8 2.6 1.5 1.8 126.0 133.8

（小計） 114.5 123.2 48.2 97.2 2022.1 2405.4

市町村名
液状化可能性別の面積

面積の合計

県計

賀
茂

東
部

中
部

西
部
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表２３－１ 液状化可能性区分別面積集計表(大正型関東地震)

大 中 小 なし 対象外

16.3 29.2 51.6 128.7 7483.1 7709.0

下田市 0.4 0.5 2.1 2.5 99.3 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 0.0 0.0 77.7 77.8

河津町 0.1 0.8 0.5 0.9 98.5 100.8

南伊豆町 0.0 0.0 1.1 1.8 107.7 110.6

松崎町 0.0 0.8 1.5 1.5 81.5 85.2

西伊豆町 0.0 0.1 0.9 3.1 101.4 105.5

（小計） 0.5 2.1 6.0 9.8 566.2 584.7

沼津市 2.3 5.5 7.4 10.1 161.9 187.1

熱海市 0.1 0.3 0.3 0.2 60.7 61.6

三島市 2.1 3.5 2.0 0.7 53.8 62.1

富士宮市 0.1 0.0 0.5 3.8 384.6 389.0

伊東市 1.0 0.6 1.0 1.5 119.9 124.1

富士市 2.5 4.1 8.7 16.1 213.7 245.0

御殿場市 0.1 0.0 0.0 0.0 194.8 194.9

裾野市 0.0 0.1 0.0 0.0 138.0 138.2

伊豆市 0.1 0.6 1.5 3.5 358.2 364.0

伊豆の国市 4.6 5.6 2.4 3.7 78.5 94.7

函南町 1.3 2.3 2.1 1.8 57.6 65.1

清水町 0.7 1.1 1.0 0.5 5.5 8.8

長泉町 0.1 0.0 0.0 0.1 26.2 26.5

小山町 0.7 0.5 0.2 1.1 133.7 136.1

（小計） 15.8 24.2 27.1 43.3 1986.9 2097.3

静岡市葵区 0.0 0.3 3.1 15.1 1055.0 1073.4

静岡市駿河区 0.0 0.2 4.5 15.6 52.6 72.9

静岡市清水区 0.0 1.0 7.7 29.9 227.0 265.5

島田市 0.0 0.0 0.0 0.4 315.5 315.9

焼津市 0.0 1.5 3.0 8.0 58.1 70.6

藤枝市 0.0 0.0 0.1 1.9 192.1 194.0

牧之原市 0.0 0.0 0.1 1.2 110.3 111.7

吉田町 0.0 0.0 0.0 0.7 20.1 20.8

川根本町 0.0 0.0 0.0 0.0 496.7 496.7

（小計） 0.0 2.9 18.4 72.8 2527.5 2621.6

浜松市中区 0.0 0.0 0.0 0.0 44.2 44.2

浜松市東区 0.0 0.0 0.0 0.0 46.3 46.3

浜松市西区 0.0 0.0 0.0 0.0 84.3 84.3

浜松市南区 0.0 0.0 0.0 0.0 47.0 47.0

浜松市北区 0.0 0.0 0.0 0.0 272.3 272.3

浜松市浜北区 0.0 0.0 0.0 0.0 66.5 66.5

浜松市天竜区 0.0 0.0 0.0 0.0 944.0 944.0

磐田市 0.0 0.0 0.0 0.0 164.1 164.1

掛川市 0.0 0.0 0.1 2.4 263.1 265.6

袋井市 0.0 0.0 0.0 0.4 108.2 108.6

湖西市 0.0 0.0 0.0 0.0 68.6 68.6

御前崎市 0.0 0.0 0.0 0.0 65.9 65.9

菊川市 0.0 0.0 0.0 0.0 94.2 94.2

森町 0.0 0.0 0.0 0.0 133.8 133.8

（小計） 0.0 0.0 0.1 2.8 2402.5 2405.4

市町村名
液状化可能性別の面積

中
部

西
部

面積の合計

県計

賀
茂

東
部
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表２３－２ 液状化可能性区分別面積集計表(元禄型関東地震)

大 中 小 なし 対象外

20.9 36.5 64.3 145.2 7442.1 7709.0

下田市 0.4 0.6 2.1 2.8 98.8 104.7

東伊豆町 0.0 0.0 0.0 0.0 77.7 77.8

河津町 0.0 0.7 0.6 1.0 98.5 100.8

南伊豆町 0.0 0.0 1.1 2.4 107.1 110.6

松崎町 0.0 0.9 1.7 1.5 81.3 85.2

西伊豆町 0.0 0.6 1.2 2.3 101.4 105.5

（小計） 0.4 2.8 6.6 10.0 564.9 584.7

沼津市 3.6 6.8 6.4 8.4 161.9 187.1

熱海市 0.2 0.3 0.2 0.2 60.7 61.6

三島市 3.0 3.7 1.2 0.5 53.8 62.1

富士宮市 0.1 0.1 0.5 3.6 384.6 389.0

伊東市 1.2 0.9 0.8 1.4 119.9 124.1

富士市 2.6 4.5 8.4 15.9 213.7 245.0

御殿場市 0.1 0.0 0.0 0.0 194.8 194.9

裾野市 0.0 0.1 0.0 0.0 138.0 138.2

伊豆市 0.3 0.7 1.5 3.3 358.2 364.0

伊豆の国市 5.3 5.4 2.0 3.5 78.5 94.7

函南町 1.8 2.6 1.4 1.7 57.6 65.1

清水町 1.1 0.9 0.9 0.5 5.5 8.8

長泉町 0.1 0.0 0.0 0.1 26.2 26.5

小山町 0.7 0.6 0.1 1.1 133.7 136.1

（小計） 20.1 26.5 23.5 40.3 1986.9 2097.3

静岡市葵区 0.2 2.0 8.0 13.6 1049.7 1073.4

静岡市駿河区 0.0 1.1 7.3 11.9 52.5 72.9

静岡市清水区 0.1 2.4 11.7 24.7 226.6 265.5

島田市 0.0 0.0 0.2 0.6 315.1 315.9

焼津市 0.1 1.6 3.3 14.2 51.4 70.6

藤枝市 0.0 0.1 1.1 7.8 185.0 194.0

牧之原市 0.0 0.0 0.2 3.4 108.0 111.7

吉田町 0.0 0.0 0.0 1.1 19.7 20.8

川根本町 0.0 0.0 0.0 0.0 496.7 496.7

（小計） 0.3 7.2 31.9 77.3 2504.8 2621.6

浜松市中区 0.0 0.0 0.0 0.0 44.2 44.2

浜松市東区 0.0 0.0 0.0 0.0 46.3 46.3

浜松市西区 0.0 0.0 0.0 0.0 84.3 84.3

浜松市南区 0.0 0.0 0.0 0.0 47.0 47.0

浜松市北区 0.0 0.0 0.0 0.0 272.3 272.3

浜松市浜北区 0.0 0.0 0.0 0.0 66.5 66.5

浜松市天竜区 0.0 0.0 0.0 0.0 944.0 944.0

磐田市 0.0 0.0 0.2 0.4 163.4 164.1

掛川市 0.0 0.0 0.1 3.8 261.7 265.6

袋井市 0.0 0.0 0.1 8.5 100.0 108.6

湖西市 0.0 0.0 0.0 0.0 68.6 68.6

御前崎市 0.0 0.0 0.3 1.5 64.1 65.9

菊川市 0.0 0.0 1.7 3.3 89.3 94.2

森町 0.0 0.0 0.0 0.2 133.7 133.8

（小計） 0.0 0.0 2.4 17.6 2385.4 2405.4

市町村名
液状化可能性別の面積

中
部

西
部

面積の合計

県計

賀
茂

東
部
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表２４－１ 山・崖崩れ危険度ランク別箇所数

（レベル１の地震（東海･東南海･南海地震）：市町別）

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ
6,548 2,427 653 51 107 210 2,570 510 183

下田市 50 201 51 0 0 0 51 13 8
東伊豆町 3 26 21 0 4 3 27 3 3
河津町 13 75 11 0 1 5 59 10 2
南伊豆町 22 149 58 0 0 3 49 19 16
松崎町 84 37 7 0 0 1 82 6 0
西伊豆町 52 45 12 0 0 2 74 19 10
沼津市 53 75 35 0 0 0 49 12 9
熱海市 63 79 14 0 0 1 26 4 0
三島市 34 35 11 0 0 0 3 8 1
富士宮市 195 36 0 0 0 1 89 3 0
伊東市 61 85 23 0 0 2 18 6 3
富士市 115 38 4 0 1 2 24 4 0
御殿場市 2 4 0 0 0 0
裾野市 19 15 1 0 0 0 7 5 0
伊豆市 182 115 25 0 2 12 139 31 4
伊豆の国市 58 78 15 0 1 1 22 21 12
函南町 34 22 12 0 0 1 11 7 2
清水町 11 3 1 0 0 0 3 3 2
長泉町 20 7 0 0 0 0 0 1 0
小山町 9 35 15 0 0 0 11 12 6
静岡市葵区 736 180 0 0 4 10 504 25 0
静岡市駿河区 148 26 0 0 0 0 34 0 0
静岡市清水区 407 91 0 4 12 10 182 5 0
島田市 359 70 0 14 15 17 189 22 1
焼津市 25 20 0 1 2 0 11 3 0
藤枝市 354 59 0 23 10 3 136 13 0
牧之原市 236 24 0 0 4 0 41 1 1
吉田町 4 2 0 0 0 0
川根本町 116 26 1 0 2 9 85 16 3
浜松市中区 131 12 0 0 0 0
浜松市東区 20 0 0 0 0 0
浜松市西区 168 33 0 0 0 0 2 1 0
浜松市南区 0 0 0 0 0 0
浜松市北区 189 274 126 0 3 17 34 25 10
浜松市浜北区 42 13 2 0 1 0 2 2 0
浜松市天竜区 340 328 207 0 29 90 349 196 88
磐田市 165 6 0 0 0 0 18 1 0
掛川市 774 30 0 6 9 9 67 5 0
袋井市 192 10 0 0 0 0 17 0 1
湖西市 141 10 1 0 0 0 9 1 0
御前崎市 244 18 0 0 0 0 28 1 0
菊川市 360 32 0 0 3 1 32 0 1
森町 317 3 0 3 4 10 86 6 0

山腹崩壊危険地区
市町名

県合計

賀
茂

東
部

急傾斜地危険箇所 地すべり危険箇所

中
部

西
部
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表２４－２ 山・崖崩れ危険度ランク別箇所数

（レベル２の地震（南海トラフ巨大地震基本ケース）：市町別）

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ
6,548 2,427 653 51 107 210 2,570 510 183

下田市 50 201 51 0 0 0 51 13 8
東伊豆町 3 26 21 0 4 3 27 3 3
河津町 13 75 11 0 1 5 59 10 2
南伊豆町 22 149 58 0 0 3 49 19 16
松崎町 84 37 7 0 0 1 82 6 0
西伊豆町 52 45 12 0 0 2 74 19 10
沼津市 53 75 35 0 0 0 49 12 9
熱海市 63 79 14 0 0 1 26 4 0
三島市 34 35 11 0 0 0 3 8 1
富士宮市 195 36 0 0 0 1 89 3 0
伊東市 61 85 23 0 0 2 18 6 3
富士市 115 38 4 0 1 2 24 4 0
御殿場市 2 4 0 0 0 0
裾野市 19 15 1 0 0 0 7 5 0
伊豆市 182 115 25 0 2 12 139 31 4
伊豆の国市 58 78 15 0 1 1 22 21 12
函南町 34 22 12 0 0 1 11 7 2
清水町 11 3 1 0 0 0 3 3 2
長泉町 20 7 0 0 0 0 0 1 0
小山町 9 35 15 0 0 0 11 12 6
静岡市葵区 736 180 0 0 4 10 504 25 0
静岡市駿河区 148 26 0 0 0 0 34 0 0
静岡市清水区 407 91 0 4 12 10 182 5 0
島田市 359 70 0 14 15 17 189 22 1
焼津市 25 20 0 1 2 0 11 3 0
藤枝市 354 59 0 23 10 3 136 13 0
牧之原市 236 24 0 0 4 0 41 1 1
吉田町 4 2 0 0 0 0
川根本町 116 26 1 0 2 9 85 16 3
浜松市中区 131 12 0 0 0 0
浜松市東区 20 0 0 0 0 0
浜松市西区 168 33 0 0 0 0 2 1 0
浜松市南区 0 0 0 0 0 0
浜松市北区 189 274 126 0 3 17 34 25 10
浜松市浜北区 42 13 2 0 1 0 2 2 0
浜松市天竜区 340 328 207 0 29 90 349 196 88
磐田市 165 6 0 0 0 0 18 1 0
掛川市 774 30 0 6 9 9 67 5 0
袋井市 192 10 0 0 0 0 17 0 1
湖西市 141 10 1 0 0 0 9 1 0
御前崎市 244 18 0 0 0 0 28 1 0
菊川市 360 32 0 0 3 1 32 0 1
森町 317 3 0 3 4 10 86 6 0

山腹崩壊危険地区
市町名

県合計

賀
茂

東
部

急傾斜地危険箇所 地すべり危険箇所

中
部

西
部
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表２４－３ 山・崖崩れ危険度ランク別箇所数

（レベル２の地震（南海トラフ巨大地震 陸側ケース））：市町別）

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ
6,546 2,121 961 36 128 204 2,504 556 203

下田市 11 85 206 0 0 0 10 42 20
東伊豆町 1 25 24 0 4 3 25 5 3
河津町 1 31 67 0 0 6 9 51 11
南伊豆町 6 45 178 0 0 3 13 42 29
松崎町 20 65 43 0 0 1 56 28 4
西伊豆町 21 62 26 0 0 2 59 27 17
沼津市 14 82 67 0 0 0 40 19 11
熱海市 6 119 31 0 0 1 23 3 4
三島市 3 33 44 0 0 0 0 3 9
富士宮市 78 129 24 0 0 1 81 8 3
伊東市 17 119 33 0 0 2 14 8 5
富士市 65 70 22 0 1 2 23 2 3
御殿場市 0 2 4 0 0 0
裾野市 0 23 12 0 0 0 3 4 5
伊豆市 56 201 65 0 2 12 123 32 19
伊豆の国市 28 89 34 0 1 1 16 16 23
函南町 13 36 19 0 0 1 10 6 4
清水町 1 13 1 0 0 0 3 3 2
長泉町 3 18 6 0 0 0 0 0 1
小山町 6 30 23 0 0 0 9 14 6
静岡市葵区 699 209 8 0 3 11 473 54 2
静岡市駿河区 143 31 0 0 0 0 30 4 0
静岡市清水区 384 97 17 0 6 20 155 27 5
島田市 356 73 0 10 14 22 176 31 5
焼津市 25 20 0 0 2 1 11 3 0
藤枝市 353 60 0 1 22 13 112 34 3
牧之原市 232 28 0 0 1 3 36 6 1
吉田町 4 2 0 0 0 0
川根本町 131 12 0 1 2 8 90 13 1
浜松市中区 131 12 0 0 0 0
浜松市東区 20 0 0 0 0 0
浜松市西区 168 33 0 0 0 0 3 0 0
浜松市南区 0 0 0 0 0 0
浜松市北区 512 77 0 1 5 14 65 4 0
浜松市浜北区 56 1 0 1 0 0 4 0 0
浜松市天竜区 790 83 2 11 51 57 571 57 5
磐田市 164 5 2 0 0 0 19 0 0
掛川市 772 29 3 6 9 9 68 4 0
袋井市 192 10 0 0 0 0 17 0 1
湖西市 143 9 0 0 0 0 10 0 0
御前崎市 244 18 0 0 0 0 28 1 0
菊川市 360 32 0 0 2 2 32 0 1
森町 317 3 0 5 3 9 87 5 0

中
部

西
部

市町名
急傾斜地危険箇所 地すべり危険箇所 山腹崩壊危険地区

県合計

賀
茂

東
部
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表２４－４ 山・崖崩れ危険度ランク別箇所数

（レベル２の地震（南海トラフ巨大地震 東側ケース））：市町別）

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ
7,100 2,190 338 39 118 211 2,660 498 105

下田市 140 132 30 0 0 0 54 15 3
東伊豆町 23 16 11 0 4 3 28 4 1
河津町 29 60 10 0 1 5 60 10 1
南伊豆町 54 128 47 0 0 3 52 21 11
松崎町 92 33 3 0 0 1 83 5 0
西伊豆町 85 22 2 0 0 2 85 17 1
沼津市 83 75 5 0 0 0 56 13 1
熱海市 108 44 4 0 0 1 26 4 0
三島市 34 43 3 0 0 0 3 9 0
富士宮市 202 29 0 0 0 1 89 3 0
伊東市 113 49 7 0 0 2 22 5 0
富士市 118 35 4 0 1 2 28 0 0
御殿場市 2 4 0 0 0 0
裾野市 21 13 1 0 0 0 7 5 0
伊豆市 242 75 5 0 3 11 155 17 2
伊豆の国市 100 47 4 0 1 1 29 22 4
函南町 47 15 6 0 0 1 15 5 0
清水町 13 2 0 0 0 0 6 2 0
長泉町 20 7 0 0 0 0 0 1 0
小山町 16 33 10 0 0 0 19 4 6
静岡市葵区 656 253 7 0 4 10 470 51 8
静岡市駿河区 148 26 0 0 0 0 34 0 0
静岡市清水区 408 90 0 6 10 10 185 2 0
島田市 358 71 0 14 14 18 179 32 1
焼津市 25 20 0 1 2 0 11 3 0
藤枝市 353 60 0 8 16 12 119 29 1
牧之原市 237 23 0 0 4 0 42 0 1
吉田町 4 2 0 0 0 0
川根本町 117 26 0 0 3 8 85 17 2
浜松市中区 131 12 0 0 0 0
浜松市東区 20 0 0 0 0 0
浜松市西区 168 33 0 0 0 0 2 1 0
浜松市南区 0 0 0 0 0 0
浜松市北区 287 225 77 0 3 17 40 23 6
浜松市浜北区 47 10 0 0 1 0 2 2 0
浜松市天竜区 398 375 102 0 35 84 412 167 54
磐田市 166 5 0 0 0 0 19 0 0
掛川市 779 25 0 6 9 9 68 4 0
袋井市 192 10 0 0 0 0 17 0 1
湖西市 143 9 0 0 0 0 10 0 0
御前崎市 244 18 0 0 0 0 29 0 0
菊川市 360 32 0 0 3 1 32 0 1
森町 317 3 0 4 4 9 87 5 0

市町名
地すべり危険箇所急傾斜地危険箇所

県合計

賀
茂

東
部

中
部

西
部

山腹崩壊危険地区
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表２５－１ 山・崖崩れ危険度ランク別箇所数

（レベル１の地震（大正型関東地震）：市町別）

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ
729 837 8,062 0 7 361 361 582 2,320

下田市 4 43 255 0 0 0 3 47 22
東伊豆町 2 27 21 0 4 3 26 4 3
河津町 2 22 75 0 0 6 8 53 10
南伊豆町 0 5 224 0 0 3 0 10 74
松崎町 2 24 102 0 0 1 2 70 16
西伊豆町 1 23 85 0 0 2 3 59 41
沼津市 42 74 47 0 0 0 48 16 6
熱海市 140 16 0 0 0 1 29 1 0
三島市 41 39 0 0 0 0 7 5 0
富士宮市 1 44 186 0 0 1 0 73 19
伊東市 121 45 3 0 0 2 22 5 0
富士市 8 72 77 0 0 3 2 20 6
御殿場市 6 0 0 0 0 0
裾野市 24 11 0 0 0 0 8 4 0
伊豆市 113 153 56 0 1 13 123 45 6
伊豆の国市 94 54 3 0 2 0 32 20 3
函南町 53 14 1 0 0 1 17 3 0
清水町 11 3 1 0 0 0 4 4 0
長泉町 20 7 0 0 0 0 0 1 0
小山町 38 21 0 0 0 0 27 2 0
静岡市葵区 0 9 907 0 0 14 0 20 509
静岡市駿河区 0 14 160 0 0 0 0 10 24
静岡市清水区 0 87 411 0 0 26 0 98 89
島田市 0 2 427 0 0 46 0 0 212
焼津市 0 9 36 0 0 3 0 9 5
藤枝市 0 8 405 0 0 36 0 3 146
牧之原市 0 0 260 0 0 4 0 0 43
吉田町 0 0 6 0 0 0
川根本町 0 0 143 0 0 11 0 0 104
浜松市中区 0 0 143 0 0 0
浜松市東区 0 0 20 0 0 0
浜松市西区 0 0 201 0 0 0 0 0 3
浜松市南区 0 0 0 0 0 0
浜松市北区 0 0 589 0 0 20 0 0 69
浜松市浜北区 0 0 57 0 0 1 0 0 4
浜松市天竜区 1 0 874 0 0 119 0 0 633
磐田市 0 2 169 0 0 0 0 0 19
掛川市 5 9 790 0 0 24 0 0 72
袋井市 0 0 202 0 0 0 0 0 18
湖西市 0 0 152 0 0 0 0 0 10
御前崎市 0 0 262 0 0 0 0 0 29
菊川市 0 0 392 0 0 4 0 0 33
森町 0 0 320 0 0 17 0 0 92

中
部

山腹崩壊危険地区
市町名

急傾斜地危険箇所 地すべり危険箇所

県合計

賀
茂

東
部

西
部
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表２５－２ 山・崖崩れ危険度ランク別箇所数

（レベル２の地震（元禄型関東地震）：市町別）

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ
927 911 7,790 0 9 359 460 638 2,165

下田市 7 49 246 0 0 0 2 49 21
東伊豆町 5 25 20 0 4 3 27 4 2
河津町 1 28 70 0 0 6 20 43 8
南伊豆町 0 10 219 0 0 3 0 25 59
松崎町 2 30 96 0 0 1 6 70 12
西伊豆町 7 26 76 0 0 2 14 52 37
沼津市 73 67 23 0 0 0 52 16 2
熱海市 143 13 0 0 0 1 30 0 0
三島市 53 27 0 0 0 0 11 1 0
富士宮市 2 62 167 0 0 1 2 77 13
伊東市 137 31 1 0 1 1 26 1 0
富士市 13 87 57 0 0 3 16 7 5
御殿場市 6 0 0 0 0 0
裾野市 29 6 0 0 0 0 12 0 0
伊豆市 184 102 36 0 2 12 144 27 3
伊豆の国市 118 31 2 0 1 1 36 19 0
函南町 54 13 1 0 0 1 18 2 0
清水町 14 1 0 0 0 0 6 2 0
長泉町 21 6 0 0 0 0 0 1 0
小山町 38 21 0 0 0 0 27 2 0
静岡市葵区 3 61 852 0 0 14 5 79 445
静岡市駿河区 2 31 141 0 0 0 0 22 12
静岡市清水区 6 127 365 0 1 25 6 114 67
島田市 0 7 422 0 0 46 0 1 211
焼津市 0 9 36 0 0 3 0 10 4
藤枝市 0 13 400 0 0 36 0 13 136
牧之原市 0 6 254 0 0 4 0 1 42
吉田町 0 0 6 0 0 0
川根本町 0 0 143 0 0 11 0 0 104
浜松市中区 0 0 143 0 0 0
浜松市東区 0 0 20 0 0 0
浜松市西区 0 0 201 0 0 0 0 0 3
浜松市南区 0 0 0 0 0 0
浜松市北区 0 0 589 0 0 20 0 0 69
浜松市浜北区 0 0 57 0 0 1 0 0 4
浜松市天竜区 1 0 874 0 0 119 0 0 633
磐田市 1 1 169 0 0 0 0 0 19
掛川市 7 14 783 0 0 24 0 0 72
袋井市 0 0 202 0 0 0 0 0 18
湖西市 0 0 152 0 0 0 0 0 10
御前崎市 0 0 262 0 0 0 0 0 29
菊川市 0 7 385 0 0 4 0 0 33
森町 0 0 320 0 0 17 0 0 92

市町名

中
部

西
部

急傾斜地危険箇所 地すべり危険箇所 山腹崩壊危険地区

県合計

賀
茂

東
部
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Ⅱ-45

表２６－１ 津波浸水面積表 (東海・東南海・南海地震)

浸水深 1cm 以上

の面積(km2) 浸水深 1m 以上 浸水深 2m 以上

県 内 合 計 28.6 15.2 9.0
県域に占める割合(%) 0.4 0.2 0.1

市区町名
浸 水 面 積（単位：km²）

1cm 以上 1m 以上 2m 以上 5m 以上 10m 以上

湖西市 2.2 1.5 1.2 0.1 -
浜松市北区 1.7 0.2 0.0 - -
浜松市西区 2.7 1.5 1.1 0.1 -
浜松市中区 0.0 - - - -
浜松市南区 1.9 1.2 0.9 0.1 -
浜松市東区 - - - - -
磐田市 1.3 0.8 0.4 0.0 -
袋井市 0.3 0.3 0.2 - -
掛川市 0.6 0.4 0.3 0.0 -
菊川市 - - - - -
御前崎市 2.6 1.4 0.9 0.1 -
牧之原市 2.1 1.3 0.6 0.1 -
吉田町 0.2 0.1 0.0 - -
焼津市 1.5 0.2 0.0 0.0 0.0
静岡市駿河区 0.5 0.4 0.2 0.0 -
静岡市清水区 2.4 0.6 0.3 0.0 -
富士市 0.3 0.1 0.0 0.0 -
沼津市 2.7 1.9 1.1 0.0 -
伊豆市 0.8 0.6 0.3 0.0 -
西伊豆町 1.2 0.7 0.4 0.0 -
松崎町 0.8 0.4 0.2 0.0 -
南伊豆町 0.8 0.5 0.4 0.0 -
下田市 1.4 0.7 0.4 0.1 -
河津町 0.1 0.1 0.0 - -
東伊豆町 0.1 0.1 0.0 - -
伊東市 0.2 0.1 0.0 - -
熱海市 0.1 0.0 0.0 - -

-363-



Ⅱ-46

表２６－２ 津波浸水面積表 (南海トラフ巨大地震 ケース①)

浸水深 1cm 以上

の面積(km2) 浸水深 1m 以上 浸水深 2m 以上

県 内 合 計 158.0 105.6 68.9
県域に占める割合(%) 2.0 1.4 0.9

市区町名
浸 水 面 積（単位：km²）

1cm 以上 1m 以上 2m 以上 5m 以上 10m 以上

湖西市 8.5 7.7 6.4 2.9 0.8
浜松市北区 1.9 0.4 0.0 - -
浜松市西区 14.8 9.3 6.2 1.8 0.7
浜松市中区 1.8 0.4 0.0 - -
浜松市南区 23.3 13.7 7.2 3.1 0.8
浜松市東区 0.0 - - - -
磐田市 16.0 7.8 4.8 1.3 0.0
袋井市 2.4 0.9 0.7 0.3 -
掛川市 5.5 3.1 1.6 0.6 0.1
菊川市 - - - - -
御前崎市 9.8 8.2 6.9 3.8 0.7
牧之原市 10.8 9.0 7.4 3.4 0.2
吉田町 6.5 4.8 2.6 0.2 -
焼津市 13.7 7.4 2.5 0.2 0.0
静岡市駿河区 3.9 1.7 0.9 0.3 0.0
静岡市清水区 13.2 10.1 5.3 0.3 0.0
富士市 2.1 0.7 0.3 0.0 -
沼津市 7.4 5.6 3.2 0.8 0.0
伊豆市 1.2 1.1 1.0 0.3 -
西伊豆町 2.5 2.3 2.1 0.9 0.0
松崎町 2.1 1.9 1.7 0.4 0.1
南伊豆町 3.3 2.9 2.5 1.9 0.6
下田市 4.8 4.4 4.0 3.1 1.1
河津町 0.7 0.6 0.5 0.2 0.0
東伊豆町 0.7 0.6 0.5 0.2 0.0
伊東市 0.7 0.5 0.3 0.0 -
熱海市 0.5 0.3 0.1 0.0 -
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Ⅱ-47

表２６－３ 津波浸水面積表 (南海トラフ巨大地震 ケース⑥)

浸水深 1cm 以上

の面積(km2) 浸水深 1m 以上 浸水深 2m 以上

県 内 合 計 157.1 104.3 68.9
県域に占める割合(%) 2.0 1.3 0.9

市区町名
浸 水 面 積（単位：km²）

1cm 以上 1m 以上 2m 以上 5m 以上 10m 以上

湖西市 8.6 7.8 6.8 3.1 0.9
浜松市北区 1.9 0.4 0.0 - -
浜松市西区 14.8 9.3 6.3 1.8 0.8
浜松市中区 1.7 0.3 0.0 - -
浜松市南区 22.6 12.6 6.7 3.0 0.7
浜松市東区 0.0 - - - -
磐田市 15.8 7.7 4.7 1.3 0.0
袋井市 2.5 0.9 0.7 0.3 -
掛川市 5.5 3.2 1.6 0.6 0.1
菊川市 - - - - -
御前崎市 9.8 8.2 7.0 3.8 0.8
牧之原市 10.8 9.0 7.4 3.4 0.2
吉田町 6.5 4.8 2.6 0.2 -
焼津市 13.7 7.5 2.6 0.2 0.0
静岡市駿河区 3.6 1.6 0.8 0.3 0.0
静岡市清水区 13.3 10.1 5.3 0.3 0.0
富士市 2.1 0.7 0.3 0.0 -
沼津市 7.4 5.6 3.2 0.8 0.0
伊豆市 1.2 1.1 1.0 0.3 -
西伊豆町 2.5 2.3 2.1 0.9 0.0
松崎町 2.1 1.9 1.6 0.4 0.1
南伊豆町 3.3 2.9 2.5 1.9 0.6
下田市 4.8 4.4 4.0 3.1 1.2
河津町 0.7 0.6 0.5 0.2 0.0
東伊豆町 0.7 0.6 0.5 0.2 0.0
伊東市 0.7 0.5 0.3 0.0 -
熱海市 0.5 0.3 0.1 0.0 -
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Ⅱ-48

表２６－４ 津波浸水面積表 (南海トラフ巨大地震 ケース⑧)

浸水深 1cm 以上

の面積(km2) 浸水深 1m 以上 浸水深 2m 以上

県 内 合 計 137.2 90.7 59.3
県域に占める割合(%) 1.8 1.2 0.8

市区町名
浸 水 面 積（単位：km²）

1cm 以上 1m 以上 2m 以上 5m 以上 10m 以上

湖西市 7.7 5.7 4.3 1.4 0.3
浜松市北区 1.7 0.1 0.0 - -
浜松市西区 11.7 6.4 3.1 1.6 0.1
浜松市中区 0.5 0.0 0.0 - -
浜松市南区 16.7 8.0 4.4 2.4 0.3
浜松市東区 - - - - -
磐田市 9.7 5.3 2.9 0.7 0.0
袋井市 1.6 0.7 0.6 0.3 -
掛川市 3.9 1.9 1.0 0.5 0.0
菊川市 - - - - -
御前崎市 8.9 7.6 6.7 3.8 0.7
牧之原市 10.7 8.9 7.4 3.3 0.1
吉田町 5.9 4.0 2.0 0.2 -
焼津市 14.2 8.2 2.8 0.2 0.0
静岡市駿河区 3.4 1.4 0.8 0.3 0.0
静岡市清水区 13.8 10.8 6.4 0.3 0.0
富士市 2.4 0.7 0.3 0.0 -
沼津市 7.6 5.9 3.5 0.9 0.0
伊豆市 1.2 1.1 1.0 0.3 0.0
西伊豆町 2.5 2.3 2.1 0.9 0.0
松崎町 2.0 1.8 1.5 0.4 0.1
南伊豆町 3.4 3.1 2.7 2.1 0.8
下田市 5.0 4.6 4.2 3.3 1.3
河津町 0.7 0.6 0.5 0.2 0.0
東伊豆町 0.7 0.7 0.5 0.2 0.0
伊東市 0.8 0.5 0.4 0.1 -
熱海市 0.5 0.3 0.1 0.0 -
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表２７－１ 津波浸水深別浸水面積（大正型関東地震）（県計）

浸水深 1cm 以上

の面積(km2) 浸水深 1m 以上 浸水深 2m 以上

県 内 合 計 7.3 2.6 1.2
県域に占める割合(%) 0.1 0.1 未満 0.1 未満

市区町名
浸 水 面 積（単位：km²）

1cm 以上 1m 以上 2m 以上 5m 以上 10m 以上

熱海市 1.0 0.7 0.4 0.0 -
伊東市 1.1 0.7 0.4 0.0 -
東伊豆町 0.2 0.1 0.0 - -
河津町 0.1 0.1 0.0 - -
下田市 0.7 0.4 0.2 - -
南伊豆町 0.3 0.1 0.0 - -
松崎町 0.0 0.0 0.0 - -
西伊豆町 0.1 0.0 - - -
伊豆市 0.0 0.0 - - -
沼津市 0.2 0.1 0.0 - -
富士市 0.1 0.0 0.0 - -
静岡市清水区 0.7 0.0 0.0 - -
静岡市駿河区 0.2 0.0 - - -
焼津市 0.1 0.0 0.0 - -
吉田町 0.1 0.0 0.0 - -
牧之原市 0.4 0.1 0.0 - -
御前崎市 0.5 0.1 0.0 - -
菊川市 - - - - -
掛川市 0.1 0.0 0.0 - -
袋井市 0.0 0.0 - - -
磐田市 0.1 0.0 - - -
東区 - - - - -
南区 0.1 0.0 0.0 - -
中区 - - - - -
西区 0.4 0.0 0.0 - -
北区 0.2 0.0 0.0 - -
湖西市 0.5 0.1 0.0 - -
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表２７－２ 津波浸水深別浸水面積（元禄型関東地震）（県計）

浸水深 1cm 以上

の面積(km2) 浸水深 1m 以上 浸水深 2m 以上

県 内 合 計 22.3 10.0 4.7
県域に占める割合(%) 0.3 0.1 0.1

市区町名
浸 水 面 積（単位：km²）

1cm 以上 1m 以上 2m 以上 5m 以上 10m 以上

熱海市 1.2 1.0 0.7 0.1 -
伊東市 1.5 1.1 0.7 0.1 -
東伊豆町 0.3 0.2 0.1 0.0 -
河津町 0.3 0.2 0.1 0.0 -
下田市 1.7 1.0 0.6 0.1 -
南伊豆町 1.2 0.9 0.5 0.1 -
松崎町 0.2 0.1 0.0 - -
西伊豆町 0.2 0.1 0.0 - -
伊豆市 0.1 0.0 0.0 - -
沼津市 1.0 0.2 0.0 0.0 -
富士市 0.2 0.0 0.0 - -
静岡市清水区 4.1 0.6 0.1 0.0 -
静岡市駿河区 0.5 0.3 0.1 0.0 -
焼津市 0.6 0.1 0.0 0.0 -
吉田町 0.3 0.1 0.0 - -
牧之原市 1.4 0.7 0.4 0.0 -
御前崎市 2.2 1.2 0.5 0.0 -
菊川市 - - - - -
掛川市 0.5 0.3 0.1 - -
袋井市 0.3 0.2 0.0 - -
磐田市 0.5 0.2 0.0 0.0 -
東区 - - - - -
南区 0.4 0.2 0.0 - -
中区 0.0 - - - -
西区 1.3 0.4 0.1 0.0 -
北区 1.0 0.0 0.0 - -
湖西市 1.5 1.0 0.5 0.0 -
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